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キリスト教徒の人絡を形成する鰭として、パウロは揺仰、希望、愛を掲げた。キリスト教の徳の特徴

培、先ず、持に対しての関わりを課題とし、次に、議人との関わりを開題とすることにある。キリスト

教的徳を対神徳 (gottlicheTugenden)という。マタイによる揺審議に f先生、律法の中で、どの綻が

最も重要でしょうか。イヱスは替われた。 f心を尽くし、精樟を尽くし、 J思いを尽くして、あなたの持で

ある主を愛しなさい。これが最も議援な第一の提である。第二も、これと同じように重要である。隣人

を自分のように愛しなさい~J (22・36---39)0 キリストの教えの最も重繋な挺は愛である。パウ臼も、

信仰、希望、愛の中で最も大なるものは、震であると語っている。愛こそが、キリスト教徒の人格奇形

成する基盤なのである。バルトも信仰があっても愛がなければ、無であると述べている。本論はK.バル

トの倍伸、葉、希望についての考察である。

ところで、哲学者の務肇理作は I哲学の課題はその細部においていろいろの形をとるにしても結局、

人間的存在とは例かj を問うことであるという。 (1) 人間の属性は人格で為る。実際、古来の韓学者は
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人間自身を知ることそ根本の課題としてきたりこの人格をどのように影成していくのかということであ

ろう。従って、本論に入る前に、周辺の事柄について、眺めてみたい。

ギリシャ神話のテーパイをめぐる伝説の中に fスピンクスj の謎という・欝がある。その謎というの

は、朝は4足、震は2本、執は3本足で歩く者は何か、というものであった。人々はこれを解こうと出

かけていったが、いつも失敗して食われてしまった。この謎を解いたのが、父を殺して王位につき、母

と結婚したあのオイディブースである。 (2) 謎の答えな人間である。人間存在は実に謎そのものなのであ

る。この視点からいえば、ソクラテスは、人格の形成は魂の配撤にあると考え、これを哲学の中心課題

とした。では、魂の自己!離はいかにしてなされ得るのか。彼は、魂の議あるいは徳は普j説的でなければな

らないと考え、その徳は f知j によって規定されるべきとした。ここから、銀は知であるという被の根

本思想が生じてくるのである。彼は、真実の識見を帯する人は決して不徳な行いをする筈がないと述べ

ているが、ソクラチスは識見の内容について明確な解決そ与えたわけではなかった。「円己の無知を昌党J

というのがその容えとして知られているJ汝みずかちを知れj ということが人格形成の要点であろう。(3)

彼の弟子プラトンは、徳、の内容を三つあげた。まず、 f知恵についてJ0 ソクラテスとテアゲスとの対

話の中で、ソクラテスが f君が切望している知恵とは何かJ、と訊ねると、テアゲスは、 fそれは国家社

会の人間在治め、支配する知惑ですj と答える。 (4) 次に f克己室長制…思慮の健全さについてj。ソクラ

テスがカルミヂスに、 f克己節制とはfiiJかj と問うと、 fそれは秩序を守りかつもの静かに荷なうことで

あるj と彼は答える。さらに克己節艇が共わっていると、それは君をどんな性質の人間にしてくれるの

かと問われてカルミヂスは、 f克己節制とは、人間に託、を知らしめるものですj と終える。出 f勇気につ

いてJ。とれは、ソクラテスとうケスの対話の中にmてくる問答である。ソクラテスはラケスに訊ねる。
「徳とは侍かJoラケスは f重武装に関係するものであれば、勇気ですj と符える。ソクラチスは「勇気

とは何であるかJと問う。ラケスは、「もし誰かが戦列にふみとどまって敵を防ぎ、逃げようとしない。

その人法勇気ある入であるj と答える。すると、ソクラテスは、それは答えになっていないと普い、そ

して「戦いだけではなく、海難において勇敢である人々、病いに対して、糞乏に対して、あるいはまた政

治上の事件に対して、1ft:痛や恐婦に対して、欲望や快楽iこ対して立派に戦うことのできる人々ではない

かJと言う。倒以J二、ギリシャ思想の徳について述べた。

牧師をドイツ語で.Seelsorger" (魂の配慮者)という。牧師の任務泣ソクラテスの思想、

と共通していて興味探い。人格の形成という視点から見れば、キリスト教と智学には共通することが多

い。パウロが締めた f信仰・希望・幾j という教えは、 2000年のキリスト教史において、付加もされ

ず、削除もされず継続されている。しかも、三つの概念は煙史となりそれぞれ神学の対象として取り上

られ研損されてきたα 次に、その代表的な思想、について紹介しておきたい。

アンセルムスの f知解を求める倍仰~ (Fides Quaerens intellectum)が知られている。これは、

解するために倍ずるj という意味である。信と知いずれの一定に依ることをいさめて、まず信じること

から出発した上で、自己の信の接携を、型番の権威に頼ることなく探究するという瑚性的姿勢を提唱し

た。これは、後のスコラ官学・神学に大きな影響を与えた。 K. バルトはこの著書を取り上~j， -An-

selms Beweis der Existen忽Gottesー(神の作在証明)という副題者つけた書物を書いている。バルト

は第一販の序文で「私の立場は、カトリック主義及びシュライエル主義だと非難を受けたJと記してい

る。 (8) カンタペリーのアンセルムスは12世紀の修道士である。

19世紀の神学者シュライエルマッハ…は、著書『宗教論』において、宗教は rr寵鱗と感情J(Anschauunぽ
und GefuhDであると定義し、 Wf言停論Jでは、敬度 (Frummigkeit)とは、純特にそれだけを考察す
れば知識でも行為でもなくて感構(Gefuhl)の直接的自己意識 (unmittelbalSelbstbe¥凡rus tsein)の戸・様

態である。そして、自己意識のあらゆる様態に共通の要素は、 f問日を敦子ぷしていると感ずることJであ
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り、信抑とは、白日を絶対法存感情何chlechthinnigesAbhangigkeitgefuhl)していること及び自日

自身を神と関係するものとして意識することであると言う。{事}

「愛j

愛については、アンドレアス・ニグレンの Zアガペーと二五Bース(幕督教的愛の観念)~を取り

い。ニグレンは、キワスト教的捜の本質はアガペーであると現定する。しかし、 fなんじ心を尽くして

主なる神安愛すべしj及び fおのれの如く、なんじの欝り人を愛すべしj という教えは、ユダヤ教の成

めである。これをキリスト教が援用して出発点としたのは、キリスト教の殺の理解を妨・3ずたとニグレン

はいう。その轡由として、 f愛Jは、キワスト教信抑との関連のうちに新しい怠味そもつので怠ければな

らないからであると説明する。例えば、 i日約聖書詩篇の f慈しき者のはかりごとに捗まず、罪人の途に

たたず、噸る者の療にすわらぬ者はさいわいなりJ(詩1絹)という言葉拭、正しい者と罪人の間に、神

と人の日から見れば、ハッキりとした区割り線が引かれている。しかし、イエス泣この絃割りを風で吹

きとばされたのだとニグレンは言う。例えば、伊j証として以下の聖書を示す。「ブァリサイ派の律法学者

一は、イエスが徴税入や界人と一緒に食事をされるのを見て、弟子たちに、 Fどうして彼は徴税人や罪人と

一緒に食事をするのか』と習った。イエスはこれを開いて言われた。 f雇者を必襲とするのは、丈夫な人

ではなく完詩人である。わたしが来たのは、正しい入を招くためではなく、罪人を招くためである山(マ

ルコ 2・12)0 (10) ニグレンは旧約の律法の限界とイエスの椙吾の棺濃について区別したのである。また、

ニグレンは、共観話器事にはαγαπη という繭は稀に用いられているだけであり、述語としてこの訴

を用いたのは、パウ日であると述べ、パウロはアガペーは十字娘の愛であり、神との交りの道を聞くも

のであるいう。(11)これに対してヨハネは、 f神は愛なり」と述べて公式化したのであると説明する。ア

ガペーは神の愛であり、エ口一スはギリシャ的愛である。そして、プラトンの愛泣自我の識を求める欲

求の愛、自己中心の愛であるとしている。そしてエロースは、アガペエの競争的概怠であると述べてい

る。 (12)

ついでに、 fアガベ…j なる訴について触れておきたい。c.S.)Vイスは r凶つの愛』で、ギリシャ
では fストルゲ-J (鵠幾)、「フィワア(友愛)、「エ口ースJ(恋愛)、「アガペー.J (型建)の四つの愛

を!Kj3rJしている。総 E王子ィリッヒは fエピスーミアJ(清愛)、 fエ口一スム fブィリアj、fアガペーJの

問つをあげている。 (14)

ブラトンの『都築Jの中に出てくる神話によれば、エ口一スとはポ口ス(富)とベニア(貧)との間

に竺まれた子であり、その本性に潜む富と黛とのテンションの故にたえず銭から富へと追求せざるそ得

ない。そのようなエロースをキリスト教は「神j と呼ぶ絶対者に用いるととは出来なかった。キリスト

教の神は、充足を求めて対象を愛求ずるような賞者ではない。 3ハネ第ー‘の手紙4章9節に「神はひと

り子〈キリスト)を世につかわし、彼によってわたしたちを生きるようにしてくださった。それによっ

てわたしたちに対する神の愛が明らかにされたのであるj という言葉がある。神の媛は人間を越えたと

ころからやってきたのである。新約聖書は、「神は愛であるj という場合、 fホ・セオス〔持は〕アヌfベ

ー・エスデーン〔愛であるJJと語ったのであるむ

f希望1

1960年代になって、 J.モルトマン、 W.パネンベルクなどは、 f希望の学派j と言われた。1.モルトマ

ンの『希望の神学~ (1964年〉が代表である。この書のサブ・タイトルは(終末論の基礎づけと帰結の研

究)である。それはとあと言でいえば、終末論における将来の次えの同被を企てていて、一種の f徹掠的

経末論j の試みである。彼の論点は、垂直的上方に向けられた希望ではなく、到来する神の約束に応じ

る水平的・贈史的前五への希望である。そしてとの希望・将来・約東こそ、キリスト教に本紫的なもの

であるという。との希望の思憶としての終末論を神学全体に方法論的に貫徹することによって、神学の
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全領域にわたって変更がほどこされる。啓示論は「約束j を内容とする終末論的勝示論となり、神論は

f約束の神Jr変2存者としての神j を論じ、キリスト論においては「希望Jの根拠としての f復活Jが強調
され、解釈学は使徒的「使命」の解釈学となり、教会論は「脱出の共同体Jとしての教会論を論じ、総

じて神学は「革命の神学Jとなる。従って、この神学は、人間の実存ではなく普遍的な歴史的・社会的

世界に出ていく。近代は、主観性と物化という宿命的分裂を生み、惟界は神なき物と化し、神はただ敬

療な主観的内部性のもののみに場所を持つようになった。モルトマンはこの分裂を歴史の終末論的過程

によって斑服しようとするのである。

また、モ)1;トマンは fイエス・キリストの道』の序吉で、「私は指分の神学全体を、あえて Fメシア的

と特織づけたゆえに、このキリスト論も、メシア的次えに立っている。私はそこで終末論的キリ

スト輪の形で f希望のキワスト』について語りたいと穎っただけではない。しかし、

および1ダヤ教の;未来待望が、メシア的なのである。キリスト教程停はそこから

葉どおりに考えても、キリスト教信抑はメシア信仰なのであるけ鱗と述べる。披は fキリスト

は、 i器約聖欝におけるメシアの約束であり、ヘプル務聖書に基づくこエダヤ人の希望である。イエスとそ

の歴史授、!日約の約束と現在のイスラエルの希望の鰭史的光の中において認識する持のみ、人は正しく

それを糟解することができる。イスラエルのメシアとは、『ヤハウことの油柱がれたお方Jのことであり、

そのお方配患い起こすことは、そのお方とその救済の支配を待ち盟むことを意味するj側そして、「究

極の希望はキリストの来臨(パルーシア)であるJだが、『来たりたもうキリスト』についてはこれまで、

神学的に考製されることがほとんどなかった。これは神学的怠慢だと批判し、それはキリスト教がブル

ジョア化したからであると言う。 (17) キリストの来臨は、イエスの滋の完成である。イエスは、その終末

論的人格において完全なものとなり、神の栄光のうちに普i極的に啓示される。十字架につけられたお方、

キリストは、それゆえ復活日の現れの規範であったように、来臨期待にとっての規範である。キリスト

信仰のみが、来臨待望の黙示録的要素を純化することがで哲る。 (18) と彼は述べている。

{投)

務事理{苧 f哲学概論』岩波書嘉 昭和33年 l 

県蔑--rギリシア神話』下巻新潮社昭和41年 21廷

57頁

鵠揚書生島幹三訳 140頁

f新約襲警~ (コリントの信徒への手紙13章〉

12頁

K.Barth rFides Quaerens intellectum…Anselms Beweis der Existenz Gottes 

im Zusammenhan鰐seines Programms~ 

Evangelischer Ver1ag AG Zo11ikon 1958~年 s.7

(9) r現代キリスト教思想叢書~ 1 rシュライエルマッハ…J白水社 1974年 128頁
(10) ニグレン『アガペーとエロース~ 1新教出版社 陣千年・大内弘助訳 1965年 17頁

(ll) 前掲書 116頁

(12) 前掲書 129頁

(13) C.S.ルイス『四つの愛』新教出版社 舵沼舟雄著

(14) ティリッヒ著作集第9巻『愛・力・正義J白水社 大木英夫訳

(制 『キリストの道』新教出版社蓮見和雄訳 1頁 1ヲ92年

前掲書 22頁
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(17) 前掲欝 480頁

(18) 前掲欝 482頁
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という錆語は、宗教改革の三大原培、 f聖書主義万人祭司j と並ぶ一つの概念である。

バルトは、信仰論においてこの原型から場入ずるα 被は、『和解論.lIIV 11.61節で fただ倍仰による義j

(Die Rechtfertigung allein durch den Glauben)について述べているので、先ずこの節所を擬観して

おきたい。

『盟書』は、法律的概念を用いることが多い。それは、ユダヤ教の本質は「律法j に基づいて成立して

いる京教だからである。「セム系-神教Jの本質は、モーセの十戒を中核とした「法Jである。法に違反

~ した人は、「罪人j として法に照らして「轡かれるj のである。キリストの十字梨の処刑は、 ‘面から見

れば、律法違反者・犯罪者として判決そ受けた結果にほかならない。「議総j という用摘も法律概念であ

る。バルトは当熱、この法律概念そ用いて自分の理念を展開する。

パ)vトの f和解論.lIIV 11の内容は、 59節〈神の子の従員長、次iこ人間の罪を60節で、 (人間の高慢)と
く人間の義認〉と続く。(人間の義認〉の前認は、以下の如くである。「人間の不義 (Uー

にもかかわらず、イエス・キワストの死iこおいて打ち建てられ、その斡りにおいて事告された

神の義 (Recht)が、それ自体、ぞれに対応する人間の薪しい義の基礎である。この識は、イエス・キ

リストにおいて人間に約束され、彼のうちに総され、やがて彼において啓示ざるべきものとして、どの

ような人間の構想、努力、遂行によっても濯し得ないものである。しかし、この義の境実は、今すでに

との義に相応しい承認、取得、実証として、 -人 A人の人間の倍前jを要求する。 (1)

f人間の不義J(Unrecht)、「神の義J(Recht) という概念が附いられているが、では、「義Jとは何

かということである。バルトはイエス・キリストの死という出来事は、神の審き (GerichtesGottes) 

の遊行であるという。そして、イエス・キリストの匙りという出来事は、この審ぎにおいて執行される

神の判決の啓示である。この瀦者の遂rrにiま人間に対する宵定的な面と否定的なi匿の二重の啓示である
という。出否定的な稗示とは、神に対しても人間自身に対しても不真実な頼僻した罪の人間に対する神

りの擦境である。しかし、不真実な人間iこ対して人間の救いのために真実であることを告げるとい

うことにおいて肯定的である。それは、棒の愛と義の啓示である。義認とは、 f神は、われわれを罪人と

して訴え、断罪し、死に引き綴したのと純じ審きにおいて、我々を、神の前におけるまた棒と共な

しい生へと赦免されたことであるJoまた、 f我々の真実の罪と罪からの印刷、我々の真実の死とその死

のかなたにおける真実の生、我々に対する神の真実の怒りと神の真実の惑と憐れみ、神の棄却と選びの

遂行という二重の啓示である。j 附

ついでながら、バルトは、「議Jという概念は、ここで為される説明の形式的原理(formale Prinzip) 

であり、 f義Jという苛擦が仰を意味するかは、ここで問題となっている事柄、即ち、神の審きにおいて

遂行された時示そのものなのであるという。凶バルトは「人間の高機Jにおいて、人間の不義ではなく

という概念を舟い、罪とは fキリストにおいて世をご当分に和解された神立たいしての不信仰2で

あると述べている。

パウロ誌、 (o L και。συνη)と言う言葉と ( 1τιστιγ〉という言葉を結合
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させたとバルトはいう。審ぎにおける人間の赦免は、神の業であり、神の義である。パウ口は、「神の義j

と f悼法による義Jr行いによる義j とを対立させたα{却しかし、バルトは信仰の行いは、神の業もま
た贈り物に基礎を持つ一つの入照的作為であるという。信仰は、入閣の内的価値によるものでも、

な美徳でも、同有な特別の力でもない。 f義j とは、創世記15粛6節から引用された表現によれば、「ア

ブラハムは神を信じた。ぞれが、持の義と認められたJ(口マ4寧3節〉ことである。神は、ただ、人間

の f信仰j という作為においてだけ、人間の赦免があるべき状態に達するということを承認されたので

ある。そして、パウロのこの考え方 fただ倍仰による義認Jの教説は、宗教改革の世紀に新しく発見さ

れ、福者主義的キリスト教の最も重要な基樋教説の 4つとなったのであるとバルトはいう o (6) 

では、信部とは何であろうか (7) それは、徹螺徴;吾「謙遜J(ganz und gar Demut)であるとバル

トはいう。(揖)人間の高機に対して信部とは「謙遜Jとなるわけである。従って、バルトによれば、話仰

とは、「入院の自己栄光化に対して自己栄光化的人間 (selbstherr1ichen Menschen)の接持念であるJ(9) 

という。自己栄光化に対して人間が行なう開放とか、克服などと言えば、それは新しい高慢にほかなら

ない。信仰者とは、自己栄光化に対して嫌悪 (Verleider)の情を担いており、そのことを喜び得ない者

である。別の表現で古うと、信仰者とは、自己栄光北の道の果てに笑うべきものが待ち、敗北が待ち、

愚かなものが待ち、無意味なもの、 したもの、破壊、議無、死が待っているということを眺めるの

である。しかし、情仰は、強いられた謙遜(註eineerzwungene Demut)ではないとバルトはいうα 樹

運命や境遇によって人間に押しつ吟られた慎み深さや撤回や棄権ではない。そのよう

否定という性格を持ち、人間に対しての剥響、少なくも制隈という性絡を持っている。従って、見せ掛

けの謙遜としてそのような強制から生ずるものは、受け身の謙濯、であり、喜びのない謙遜である。しか

し、借仰の謙遜は、人間にとって必黙的なことであり、決して人間が臼自に姐酷し得ないことでありつ

つ自由な決断の事柄であり、従って最も深い根誌において寓ばしい決軒の事柄である。また、信仰は、

殺崩の信仰 (Demutdes Gehorsams)であるとバルトはいう。(日)信仰というものは、それが従顧とい

う点で、単なる意晃や是認や知やあらゆる他の種類の括頼とも違う。ぞれ故にこそ、{詰{阜の謙i援は、自

由な従JII員の必然性において為された決断なのである。

従って、バルトは、信仰とは断念出ntsagung)であるという。人間の義認においては・切の行いを

排除 (Ausschlusal1er WerkりすることでiJf)る。(制限11ち、 .-t;Jの人間の行為の権能、完壁性、

植を否定し、入慌の行為の一切の共犠を排験しなければならない。人間が倍ずるということに加えて、

自分自身む故り頼み、自分自身に信頼するというのである限り、良分の高'椴に対しての、また自分自身

に対しての人間の諦念、嫌懇、否定は空しい。

しかし、バルトは楠幡的に言えば信仰とは f般に勝つ勝利 J (ヨハネ 15 : 4)なのであるという。側

白分の義認の自己註示 (Selbstbeweis)を、自己証吊として成認し、受汁入れ、真実であり確

実とするのである。入閣の義の自己註ボが人間に対して勝を占めるゆえに、人間は信仰に達する (14) し

かし、信仰が依り頼む、義とされた人間の自己認示は、十字架につけられ、匙り、すべての人間の義認

の遂行者また受領者また持示者として生きておられるイエス・キリストである。彼において、入開花対

する神の審者は遂行され、彼において人間の赦免は発せられたのであるの従って「タダ{詩碑ニヨッテパsola

fide)とは、「タダキリストJ(sola Chrislus)によってということは必然的である。ただひとりキリスト

だけが、世に遣わされ、死人から廷され、すべての能の者のために存在し、その身においてすべての者

を義とし、時間のすべての持に、また永遠にわたって生音また支配したのである。天地のどのよう

造物も彼と並んでそのようなものではない。自分自暑とおいて、また自分自身から義とされる人間はな

く、イエス・キリストにおいてという仕ん‘でなしに義とされる入閣はない。信仰とは、イエス・キリス

トに対する倍停なのである。(ぬ)rタダ、キリストJ(sola Christus)、「タダ、キリストノ義J(sola iusti“ 
tia Christi)ということが、他の一切の救護者や救識を排除する fタダ信仰のみJ(sola fides) として

6 
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の「キリスト信仰J(fides 以外の相関物を持つことは出来ないのである。(1告)

{詑J
K.Barth Wkirchliche Dogmatik~ N /1 (EVANGELISCHER VE訳RLZGAG. ZOLLIKON働

ZURICH 1953NENN) S剛573

井上良雄訳時5解論~ 1/3 新教出綾社 1960年 p.283 

aa.o酬 s.574 前掲書 p.284 

(3) a.a.o. s.575 前掲番 p.287 

(4) a.a.o. s.576 々 p.288 

a.a.o. s.l 04 

(6) a.a.o. s.687 々 pA65 

(7) a.a.o. s.687 々 pA67 

a.a.o. s.690 々 pA72 

(9) a.a.o. s.690 々 p.472 

a.a.o. s.6曾2 々 p.472 

a.a.o. s.69 2 々 p.472 

(12) a.a.o. s.700 々 p.486 

(13) a.a.o. s.702 々 p.490 

a.a.o. s.7 0 3 々 p.491 

(15) a.a.o. s.706 々 p.497 

a.a.o. s.706 々 p.497 

之望号霊の業

バルトは、 「キワスト教信仰Jを

について概観しておきたい。

との関連で取り いるので、 62節の[1.聖霊の業)

バルトは、キリスト論を簡単な比喰 (Bild)で示すことが出来ると述べて次のように説明する。

キリスト論は、一本の水平線に出会う唯直線 (Vcrtikale)のようなものである。川そして人間の罪に

ついての教説は水平線 (Horizoontale)それ臼身であり、義認論は水平隷立対する主義前線の切り込みで

あるという。この垂降線はイエス・キリストにおける神の和解の働きであり、水平線はその働きの対象、

すなわち人n号と人類である。私解は、神の行為であると共に、そのような行為に対する人間の積極的関
与でもある。さらに和解は、イエス・キリストのやせ的な府史であるが、しかし、それ培、この璽史の

中に包含され、この暦史によって範例を示された多くの他の時代の多くの人間たちの煙史でもあるとい

つ。

では、聖霊と バルトは、この段階で注意を集中しなければならないのは、聖霊の機念と現実

であるという。凶なぜなら、器準こそが、刊23仰告白』の第三項「ワレハ事霊を倍ズJと告白する一切

の信仰と告白の支配的な対象だからである。バルトは、和解の主イ本的現実を語ること辻、人間の経験と

り為について語るのであるという。掛しかし、その経験と行為というのは、人間の「自分計身の開性や

力から生まれるJ縦験や行為ではない。また、人間の能力、決額、努力によって生まれるものではない。

聖霊は、そのようなことが起こる「真理の博士J(doctor veritatis) (テルトウリアヌス)であり、「神の

(digitus Dci) (アウグステイヌス〉である。キリスト教聞も個々のキリスト者も、この神を捕らえ

-7-
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ることは出来ないし、所有することも、との神を思いのままに持の御業を方向づけたり支配することも

出来ない。何人間は、そのためには腕も手も指さえも持たず、自ら神の和解の行為に楠極的に参与する

力もなければ意思もない罪人であり、高慢な暗落した人間である。人間が自分自身から為し得ないこと

を為し得る場合に辻、それは、特別の贈与と賜物によることであり、神の特別な目覚ましめる力のお酷

である。この力によって、人間はそのような自分自身の意思と能力へと新しく生まれ、そのような活動

の自由へと生まれるのである。このような目覚ましめる力における神、このような別の人間の創造者と

しての持、聖霊はそのよう紅神である。聖霊は、このような業において、神御自身なのである。(日)従っ

て、聖霊は、完全にまた独占的に、父の霊であり、また父の意J患を行う故に、イエス・キリストについ

ての証しに終始する。聖震は、イエス・キリストの霊である。盟霊は、イエス・キリストによって送ら

れて、人関のもとに来るのである。ヨハネ3霊友8節に記されているような白出 (Freiheit)によって、

ヨハネ20意22鰐によればイエス・キリストの f息J(Hauch) として吹くのである。聖霊は、イエス・

キリストの働きの姿 (Gestalt)である。この避においてイエス・キリストの鋤きは前進し、儲かな者た

ちの蝦前で最初の啓示であるイエス・キリストの匙りから、すべての者の眼前で最後の普遍的な替示に

向かつて進むのである。盤霊は、このような鞠き〈必ct:ion)の主体としての、イエス・キリストの生(Leben)

の表出 (Auserung)であり、確証 (BestltigUng)である。 (6) 聖霊は、イエス・キリストの目覚まし

める (erweckend)力、イエス・キリストの生かす (belebend)力、また照明 (erleuchtend)する力

と述べることが出来るが、それ以上のことは語り得ないとバルトは言う。 (7) 教会誌、人間的活動の務に

おいて人類の中に起こる聖撃の業である。教会は生けるイエス・キリストによって型霊を通して集めら

れたとき、一定の歴史が生起するときに存在するのである。 (8)

バルトは、教会という言葉の語源について説明しているので紹介する。教会 (εκκλησια) と

は、 rrr口ーマ公教要理JJJによれば、「ヱクレシアとは、呼び出し仔し集められることj を意味すると
明している。『アウグスブルク信仰告白』では r~絡に集まること、集合J (congregatio)で為る。ゲ

ルマン系のKirch，kerk. church等の言葉は、 κυριακη(主に属する)という形容詞を縮めて翻訳

した言葉とえわれている。しかし、この再葉はcircare 巡るに circa まわりに〉、 circum まわりに)、

circulus (円舟)のうテン拾が由来する語源にさかのぼり、あの群れの集まり、参集、集合が起こる場

所を言い表し、さらに具体的に誌、古代口ーマ様式の教会堂において礼持に集まった会衆の焦点をなし

た司教患と祭t賓との関の芋円形の後陣を言い友す言葉である。ルターはKircheという言葉を回避したが

り、その代わりにGemeine(教団)について掛り、 Sammlung(集まり)、 IIaufen(群れに lliiuflein

(小さな群れ)について語った。

警
警

zaa

ト
仁、Jv
t
，FEa
-
R
 

(1) K.Barth WKirchliche DogmatikJJ IV /1 s.718 井上良雄訳『和解論JJ 1 I IV 

(2) a.a.o. s.721 p.7 

(3) a.a.o. s.721 々 p.7 

(4) a.a.o. s.721 々 p.7 

a.a.o. s.7 21 々 p.7 

(6) a.a.o. s.724 々 p.11 

(γ) a.a.o. s.7 24 々 p.12 

(8) a.a.o. s.728 々 p.18 

3.信仰の対象

「聖霊とキリスト教信仰Jの前認で、 f塑霊は、日覚ましめる力であり、この力によってイエス・キ

8 



弘前ヤ説大学文学部紀要第必号 (2005)

リストは、罪の人間をその教問 (Gemeinde)へと沼し (beruft)、キリスト者として鶴自身を倍ずるよ

うに自し、自分のために撲となられた主として後を敢認し・認識し・告白するように召し、入閣の高慢

に対してイエス・キリストにおいて起こった克巌に繭面して噴くように碍し、さちに、人間自身の新し

い義と生命とのイエス*キワストにおいて起こった恢彼に誼面して、自分自穿と世界について確信を機

くように召してくださるJと、バルトは述べている。

バルトは、信仰とは一つの対象に対する関係 (Verh品tniszu einem Gegenstand)であるという。 (1)

その対象とは、信ずる人間と対向しているもの、借ずる人間とは明瞭に異なったもの、従って倍ずる人

間の信抑においては汲み尽くされ得ないもの、彼の侶仰的現実存在の中に存立しているとか、そのよう

なものから生まれたとか、そのようなものと共に立ちまた鵠れるという事のないものである。信i却の方
がその対象と共に立ちまた倒れるというのが真実である。更に、バルトは、信停は、人間の活動として

容体的な事体 (res)の主体化であるというo 倍ずるということは、その対象に従うことである。信仰と

は、その対象に、積極的に心者打ち開くことであり、それに積極的に受け取り、積極的に捗与すること

ーである。ぞれらのことがキりスト者を形成するのである。凶しかも、この対象は信ずる者にも、信じな

い者にとっても存在している。そして、信ずる者の優越は、ただ、この対象が良分のために存在してい

るというだけでなく、自分の方でもこの対象のために存在していることを許されているという点にある。

信仰の対象、信仰において主体化される響体的事体令部u) とは、言うまでもなくイエス・キワスト

である。即ち、御自身とこの世の和解、すべての人間の和解を神がその方において為し遂げられたイエ

ス・キリストである。イエス・キワストがすべての者の代わりとなられたゆえと、不倍仰は異常

(Abnormalitat)なことであり、信仰はイエス・キリストに対する人間の関係の正常化(Normalisierunω

である。

この点からバルトはキリスト教伝仰を特徴づけるものとして次の3点を上げる。

1.杭仰とは、イエス・キリストに基づく人間の方向づけ (Ausrichtung)である。具体的に信仰の

対象とは、言うまでもなくイエス・キリストに対する信仰である。そして倍仰とは、従う (Fol認en) こ

とを窓味ずる。信仰とは、すでに設定され、すでに関かれた道を歩ということである。 f言搾は、何ら新

しいものを実現しないし、何ものをも発明しない。信仰は、信じている者にも、話じていない者にも、

すでに存在しているものを発見するにすぎない。信仰とは、ただそのようなものに対して人間が積極的

に心を打ち開くということであり、それを受け入れるということであり、参与することである。信ずる

エス・キリストを斡Hぎ¥彼に信頼し彼に依頼む。このようむ関係者バルトは rda.<;j ~.___ 
(中心を外に持ったもの)という概念を用いる。{おこの意味は、人間をその中心において自分自身のも

とにいないということ、即ち、人間の思いは、真ヒ 1:にあるもの、コロサイ 3主義 1酪によれば、「キリス

トが持の右に唱しておられるj ところに向けちれることである。更に、信仰とは、イエス・キリストに

おいて起こり、現在的でありつつ将来的であるイエス・キリストに前面して為される人間的活動であり、

人間の業である。この業において人間は、あのイエス・キリストの方向づけの中に居り、あ

を受け入れ、あの方向づけにおいて吉分自身を組えたところを眺め、自分自身を超えたところに手を仲

し、臼分自者を超えたところに生長していくが、しかしそれは、あの方向づけにおいて完全に信実で

あるためである。仰故かといえば、この業を行なう者として人間は、自分の生命を喪失しはするが、そ

の興失において生命を獲得するためである〔舟分の命を救いたいと思う者は、それそ失うが、わたしの

ため、また福音のために命を失う者は、ぞれそ救うのであるJ(マルコ 9章25蔀入信仰はイエス aキリ

ストに向かつての信仰であること。信部はこのような口の主に直面してのキリスト者の行為であること。

この主に面しての単純な責任と断念において為されるキリスト者の行為である。 (4)

-9 



K.バルトの f信陣、愛、希望Jについて

2.借仰は、イエス・キリストの中に基礎 (Begrunde)を持っている。借仰は人間の自曲な行為であ

りつつ、その方向づけの目標とされている場所に根源を持っている。イエス・キリストは信仰の対象で

あるが、倍仰はイエス・キリストの業でもあるとバルトはいう。(日)この二つのことは互いに矛盾しない

だけでなく、共に一体をなしている。もし御子が人聞を信仰へと開放しなければ、人間は倍ずる向由を

持たない。何故なら、キリスト者は、他のすべての者たちと同様に弾人であって、その高慢な心のゆえ

に、またそのような心かG生まれる高慢な患いと言葉と行為のために、イエス・キリストへの方向づけ

を受け入れること者欲しもせず、心構えも持たないからである。バルトは、ルターの小教煙問答(第2

部第3条) r自分自身の理牲によっても力によっても、彼に近づくことは不可能であるJを引用して、人
は自分臨身の理性や力によっては、いつもそれとは反対の方向に動いていくものでおるとバルトは述べ

ているの{器}

では、

のiまない。

だとバルトはいう。

自身、現爽性

などというも

という選択もあるかち

というものはある。それは、

という性格を持っているからである。ぞれは、他のすべてのもの

的に優越する (anderenschlechterdings uberlegenen Wirk1ichlωit)網実f生である。 (8) f言停の必紫性

が、倍僻の基礎である。

しかし、そのような倍仰の必然性は人間の中にはない。人間の良い本性の中にもなく、神に向けて創

られた本牲の中にもない。まして罪人の中にはない。そのような僧仰の必然性を持っているのは、信仰

の対象である。倍仰の対象とは、生けるイエス・キリストにほかならない。 (9) とのイエス・キリストに

おいて、人間の罪と、人間の不信仰の可能性は、投げ東てられ、取り去られ、決済され、人間は信ずる

自由だ、けを持ち、信仰の中にだけ自分の将来を持っている新しい従)1闘の人間として生まれるということ

が組こったのである。

イエス・キリストにおいて起こった人間のこのような消滅 (Vergehen)と新生成 (Neuwerden)の

中に、{詩抑の必然性はある。聖霊とは、神の子イエス・キリストが一人の人間を、信仰へと自由に為さ

れる力である。従って、聖霊とは、信停の対象が同時に信仰の根源でもあり、信仰の基礎づけでもあり、

その結集信仰がただとの対象の揚物としてだけ認識され告白され得るような力である。人開が信ずると

いのはその人間ではない。そうではなくて、彼が結ずる対象であるJjが力強いのである。側
自分は父親の家に居るのだとか母親の膝の上に賠るのだとかいうことを知るような、

simple Entdeckun針。しかし、この単純訟ととが、同時に信{阜の程、義である。

3. f詩碑とは、キワスト者の主体の確立 (dieKonstituierung des christlichen Subjektes) という

ことである。 (11) 主体の確立は、人の行為が何か独鶴的な性棒に基づくのではなく、その行為がイエス・

キワストに向けて方向づけられており、イエス・キリスト北よって基礎づけられていることのお護であ

る。しかし、この行為において、人間の新しい特別な作砲が始まり、出来事となるのである。信仰者は、

人類とこの世との初穂であり代表者であるとバルトは言う。 (12) それゆえ、信仰者は、神iこ栄光を帰すこ

と、他の人たちに証しをすることを為すべきである。

バルトは、聖霊の力によって、神が呼び起こした被造的主体は、第‘には世におけるキリスト教団

(die christliche Gemeinde)であり、「主の祈りJを祈る「我ら I(Wir)である。即ち、イエス・キリ

ストを信仰の対象とする信仰は、聖徒の交わりの創造者に対する信仰である。従って、それは交わりの

倍仰であり、そして個々の信仰である。人問は仲問なしには人問でないのと同様に、キリスト者も向分……………一

人で聖徒の交わりから離れては、キリスト者ではない。キリスト者は、あのキリストの肢なのである。(13)

信仰は交わりにおけるものであるが、しかし、被造物的主体は、単独のキリスト者であるとバルトは

いう。凶何故なら、持によって愛され、神との和解を与えられた人類とこの世は、まったくの;単独の人
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間において、生きているからである。交わりなし いが、しかし聖錠なしには交わりはない。

として、…定の承認めestimmtenAnerkennen) と認識 (Erkennen)と告告

であるとバルトはいう。 (1終結伸は、何ら創造的な性格を持たず、ただ認知的なはognitiv)

にすぎない。それは、ただすでに組こった変化の確認にすぎなlt)0 部ち、 fエス・キリスト

いて起こり、彼の建りにおいて樽治され、キリスト教師がその証人であるあの全人類的状況の

変北の確認にすぎない。従って、入問者証人たらしめるのは、彼らの信仰の働きとしての敬鹿ではない。

イ工ス・キリストに捕らえられた者として侶ずるのである(ピリピ3: 12)。しかし、信仰(罪人の信仰)

は、イエス・キリストに向けられ、イエス・キリストによって生起されたのであるから、その伯仰の出

来事は、人間の行為としてその認知的な性絡を長越えて、創造的な性格を持つ。その、新しい働き、そこ

に見られる新しい存在、新しい創造、新しい誕生は、侶仰の対象である方の秘義である。 (15)

では、人は何を承認し、認識し、告白するのであろうか。それは、イエス・キリスト御自身が、「私ノ

タメニJ(pro me)いますということを承認し、認識し、告白するのである。しかし、それは第 Aのこ

とではない。第一のことは、イエス・キリストが実燃に離なもぬ私自身のためにおられ、イエス・キワ

ストが主体である、ということである。それが問題の中心であるとバルトはいう。掛

{注}

K.Barth WKirchliche DogmatikJl IV /1 s.828 f和解論JI 1/4 p.182 

a.a.o. s.829 揺掲書 p.182 

a.ao. s.830 々 p.183 

a.a.o騰s.831 々 p.185 

a.a.仏 s.832 々 p.187 

a.ao.8.833 々 p.l88 

a.ao.8.833 々 p.l90 

a.a.o. s.834 々 p.191 

(9) aa.o. s.835 々 p.192 

(10) aa.o. s.836 々 p.l95 

(11) a.a.o.8.837 々 p.196 

(12) a.a.o. s.838 々 p.198 

(13) a.a.o. s.839 々 p.200 

(14) aa.o. s.839 々 p.201 

a.a.o. s.841 々 p.203 

a.a.o. s.843 々 p.207 

4. 

いて述べてきたが、問題のもう一つの屈について日告注がなくてはなちないとバルト

う。ぞれは、キリスト教桔i俸は、人間の自由な一行為であるということである。∞信停を、一定の
観点のもとに見るならば、キリスト者の生の行為そのものである。それは信仰という持為だけではなく、

愛という行為も希望という行為と同じようにキリスト者の生の行為だからである。倍仰の行為は、キリ

スト教的なものとして、内面的・中心的・決定的な人聞の心の行為である。バルトは、それらの鋤きや

行為がキリスト教的に正しく行なわれた業であるかどうかは、信仰という行為が組こるかどうかに掛か

っているという。その明由は、信仰という根本行為 (Grundtat)によらない業は、罪(口マ14: 23)だ

からである。総仰は、敢認 (Anerkennen)、認識 (Erkennen)、倍白(日ekennen) という三つの複
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K.バルトの rf言仰、費、希窺jについて

合概念によって表現し、との二三つの概念を総括して認知(Kcnnnen)であるとバルトはいう。∞信仰は、

人間の行為に基礎づけられた出来事でありつつ、 -つの認知的(cognitiv)な出来事だからである。以

三つの概念について考察する。

1.キリスト教信抑培法認である。

この承認ということが、この認知について記す第」の事柄であるとバルトは苦う。敢認とは既に

織j ということが含まれ、前挺されているから、「認識Jのほうが先に問題にすべきと患うかもしれない。

しかし、キリスト教{言仰の認知においては、関部が逆だとバルトはいう。そこでは、認識は切論承認の

中に含まれており、ただ結果として、魚認から生まれて来るからである。承認は、従j韻(わ樹、温}I闘(布石間me)、

組瓶 (sichbeugende)、従属 (unterordnendeKenntnisnahmりする認知である。しかし、この従頬

さ、温!顧ざというものが、信仰という行為の単に付随的、付加的な標識ではなく、第一の基本的な決定

的な棟識である。そして、的のどのような認知も、どのような認識や告自もこの承認に先行することは

ないとバルトは言う。 (3)

昔の教義学における信仰的定義では、常仰は f知識J(notitia)， r承認J(assensus)、f信頼J(fiducia) 

という三つの行為に租こるものであった。この順序は、自問時のように思える。なぜなら、ある事を認知

するという事は、それとついての知識を持っているという事 (Bekanntshaft)を前提としているからで

ある。しかし、その場合、 f知識Jとは何であろうかと問う。カルヴィンは、「偲抑とは、ワレワレニ対

スル神ノ意患ノ、神ノ御言葉カラ得うレタ知識JCInstittutio 3. 2 .6 )であるという。これに対してバ

ルトは、我々に対して向けられた神の意思について我々が神の御言葉から知っているということは、神

を承認するという以外の仕方で、従って、あの従員長と温!麟ということ以外の仕方で、起こり得るだろう

かと反問する。信停に対するカルヴィンの一層精密む定義は、信仰とは fワレワレエ対スル持ノ慈愛ニ

ツイテノ確実ニシテ型国ナ認識J(Institutio 3. 2 . 7 )であるというものであった。しかし、この rco伊utioJ

戒いはなntellcほentiaJ という概念に対しては、カルヴィンは既i之、IíInstitutio~ の始めのところ(1.

6.2)で、 f認識j が現れるのは、根本的にただ「神ガ御自身ニツイテ誕シショウト欲シ給ウタコトヲ、

ワレワレガ畏レツツシンデ受容スルトコ口ニオイテデアル。ナゼナラ、単ニ完全ナ或イハ十全ナ信仰ダ

ケデナク神ニツイテノスベチノ正シイ認識ハ、従~I長カラ生ズルカラヂア)vJ と述べているとバルトは言

う。昔の教義学の概念で語らねばならない場合には、まず第一に assensusについて語り、その上で初

めて notitiaについて語らねばならないであろう。但し、 f承認J(Anerkcnnung)ということは assen-

susよりもはるか以上であり、[認識j ということ誌 notitiaよりもはるか弘上のことであるとバルトは

いう o

ところで、キリスト教信仰の行為における基礎的な要議としての承認は、重接的或いは間接的にキリ

スト教団 (Gemeinde)の奉仕及び宣教によって信仰の対象と出会い、そしてイエス・キリストを承認

することである。だが、次のことを誤解してはならないとバルトはいう。キリスト教信{阜の認識と告白

は、教諸によって唱導される何らかの教説・理議・神学を求認することではない。出それはまた、宗教

改革者たちが鋭く強調したことであるが、前新約聖書の f歴史記述J(Historien)を承認することでも

なく、その証しの H之教団の宣教が碁礎づけられている、預言者・{吏徒の神学そのものを承認すること

でもない。語部の対象は、聖書が註し、教会が型書に教えられて宣ぺ伝えるあの方、関jち生けるイエス・

キリスト網自身であって、それ以外の持びとでもない。イエスは主であり、卓純者である。このような

彼を、キリスト教信仰は承認するのである。

2.キリスト教信仰は認識である。

バルトは「敢認」という{勤務の中には f認識Jは既に含まれているが、信仰を瑚解するためとは、認

識を第ごの命題に鰹かなければならないと言う。川キリスト教信仰の認識は、種々の (vielおltig)認識
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であるべきであるとバルトは設う。と言うのは、聖書において設しされ教会によって設べ伝えられたイ

エス・キリストは、単一性 (Einzigheit) と統 a性 (Einheit)の中にありつつ、同時に、尽きることの

ないほどに豊かな裂であられるからである。イエス・キリストは、{J:iJちかの J 様性〈ζJnifo討すlitat)にお

いて現れたのではなく、多搬 (multiform)な仕方で現れたかちである。

いてのすべての認識は、型惑の設し教会の宣教の中iこ、その援挺も、その設界も、その基準も持ってい

る。それむよって境界者定められた場開の中でだけ、そのような認識は可能である。倒

で段、 {ilJを認識するのであろうか。パルトは大躍にも、あらゆるキリスト者は、同時に神学者(未熟

であると言う。即ち、キワスト者は、キリストにつ

いて正しい思考を持た粒ばならないし、正しい表現を持たねばならないからである。そうでなければ、

後は神学者でも、キリスト者でもない。 (7) 詰仰の知、信仰の認識の知辻、抽象的な知 (Wissen)では

あり得ない。信仰の知は、能動的認識の一つの要素だからである。信仰の知は、 Aつの形に対しての知

であり、 思つの対象に対しての知であり、客観的な知であり、理論的な知である。それは、イエス・キ

リストについての知である。ぞれ抵、単に知る (kennend)知ではなく、認識する (erkennend)知で

ー ある。ルターはこの事実を究めて響観的な仕方で次のように表現した。「イエス・キリストは、私の宅で

あり、従って私の救い主にして和解者であり、罪と死と悪魔からの救助者であり、私のために死に、私

のために睦られた故に永遠の識と無罪と祝福のうちに奉仕することに対する私の希望である」と。まさ

にそのような方が、聖書の証しと教会の賞教によって規定され限界づけられた姿におけるイエス・キリ

ストであり、あらゆる規範的な倍仰告自と教識が背から理解してきたイエス・キリストであるとバルト

は言う。 (8) そのような事実をキリスト教倫仰は知っている。そのようなことを知ることによって、イエ

ス・キリストを倍ずる人間は、自分は、自分の存在の一操深い根底において、自分の心において、イエ

ス・キリストが自分のために存在するという事実によって生きる。キリスト者辻、自分自身がこの主の

所有であるような人間であることを知っている。ぞれは人間のうた存的知であり、人間の信仰の能動的認

識における知である。

バルトは此処で、ルードルブ・ブルトマンそ，意識して、以下のような記述をしている。イエス・キリ

ストと自分とについての倍抑者の知から生ずるものについて、次のように記す入があるかも知れない。

即ち、「イエス・キリストにおいて起こった救済の それによって現実化されるということ

(Vergegenwartigung)であり、或いはそれによっ して事を行なうということ

(Nachvol1zug)である。それは、その死と艶りというイエス・キリスト 身の療史と

なることであるj という践に記す入があるかも

イヱス・キリストについてのケリュグマ

ということになるであろうと。さらiとまた、

自分の十字架を担い、自分自身に対しでもこ

ような許可を患いて、

しでもキリストと共に死に、告分の生の将来に対

して岳由になるという点にある、ということになるであろう。しかし、もし仮にそうであるとすれば、

今や我々は、単に最後から」つ手前の:事柄についてだけでなく、最後の事柄について語らなければなら

ないことになる。部ち、情停において生記する絶対的な模様について、終末的な決断について、神鋼自

身の行為について語らねばならないことになる。(割)

イエス・キリストの虚史を信仰者の歴史と一つにし (koinzidierenlassen)信仰者の歴史をイエス・

キリストの歴史と一つの暦史にしようとする試みは、これまでしばしば試みられて来た。若い時のルタ

ー〈大体1519年まで)の神学は、そのような方向におけるただ一つの強力な突撃であった。バルトは、

そのような試みを、古い形においてもまた今日ルードルフ・ブルトマンが権威をもって提出しているよ

うな形においても、是認することは出来ないし、そのような試みを共にすることは出来ないとバルトは

言う。(凶)
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イヱス・キリストの歴史の真の現前化 (Vergegenwartigung、repraesentatio)とは、イエス・キリ

ストが御自身を信仰の対象と根源とされたときに、その聖霊の備業において虫ち行なわれる堤前fとであ

る。キワスト教儲締法、そのような現前化に注目し、居着し、応答するのであって、その際信抑が自ら

そのような現前北者行なうことはなく、神の救済の行為が人間の自出な行為としての倍仰と同一化する

ということもない。イエス・キリストが、その死と匙りが、信仰の対象と根源、であるのをやめることは

ない。むしろ、イエス・ヰリストが信仰の対象と根源であり続けるという事実の中に、いつも新しく

仰の榎源はある。キリスト教信仰の「私ノタメニJ(pro me)の認識において生起するものは、持御自

身の救済の行為ではなく、イエス・キリストの死と匙りではなく、彼の従!顧と鵠牲と勝利との現鵡化で

はない。ローマ・カトリック教会のサクラメントの教義によれば、ミサ聖祭の頂点で、パンとブドウ離

の盟変化の行なわれるのと同時に、(あの時あの所で趨こったこととの形而上的問-牲において)ゴルゴ

タ北おけるキリストの犠牲の f無血の繰り返しj が起こるのだとされているが、ブルトマンの思懇は、

そのような教義の実存主義的翻訳以外の何ものでもないとバルトは批判する。

パ)vトは、イエス・キリストに対する把据的認識としての f私ノタメニj の主体的現実化としての信
仰において起こることについての表現は、類比(Analogie)という概念が最も相応しいという。信仰の認

識は、{言持者の知であり、イヱス・キリストの能動的な、信仰者出身を動かす知であり、自分のために

死んで緯られた方としてのイエス・キリストζ対する比喰 (Gleichnis) としてだけ、人間であることが

でき、人間であることを欲するというととである。人間は、イエス・キリストとその死とその匙りとに

対する比輸としてだけ、誠実な f殺スコトJ(mortificatio)においても誠実な f生カスコトJ(vivificatio) 

においても存在することが出来、お寵することを欲するということによって、自分がキリスト者である

ことを示す。総キリスト者は、不可避的に、自分臼身についての一つの認識が生まれる。その認識によ

って、私は、自分がイエス・キリストと同じであるとか同じになるとかではないが、現にある者として、

自分が不可抗的に規定されており、誤認の余地もないような仕方で彼によって写し (abblidlcめとして

れており、最も抵い段に乗って彼に対して立ちながらも明らかに被の光の中に檀かれているのを

克るのである。

では、キリスト者に対しての綴定・刻t:IJ・ とはどのようなものであろうか。バルトは義認識の関

連で信仰について明らかにしたことに従って、ニつの大きな樟 (Aspekte)を区別し、その各々をその

特色によって述べる。それら二つの特は、イエス・キリスト御白身の代理的な存在と行為の鴇極的・街

定的性格と積極的背定的性格に類比 fセシメルモノJ[顕型J(analogans) としての牲絡に対応する。

また、それら二つの相は、キリスト者の生活が、そこでは彼を義認されるイエス・キリストの存在と行

為との レタモノJ(analogatum)となり、そのような道の出発点と目標点を示す。では、

倍仰において認識するのであろうか。

ぞれ培、私の高慢と種落の克服である。知それを、第一に想起するとパ)vトは許う。ぞれらは、私に
よっては克服されなかったものである。それらは、イエス・キリストにおいて、克服されているのを発

見するのである。即ち、自分の高慢な心が克服され、この心から流れ出る高慢な患いや言葉や業が克服

され、罪の人間が克服されるのである。克服されるというととは、決済され、排除され、壊滅されると

いうことである。これが、その死と匙りにおいて彼が私のために為され、持ボされたことである。しか

し、それらの出来事ほ、私の中で起こったのではない。従って、私自身の中には、依然として絶えず繰

り返し、自分の高慢と堕落を見いだすのである。このような点においても、自分の樫取がイエス・キリ

ストの歴史と一致するなどと考え、弾と死とは自分の中にあって何の力ももはや自分に対して持ってい

ないなどと考えるのは、無意味なことである。イエス・キリストにおいては、私は克販されたけれども、

私自身は克服したことはないのである。イエス・キリストとの問一性などに手を差し伸ばす神学。私と

との間の遊興を認めようとしない完全主義 (Perfektionismus)の神学。そのような神学誌、何とい

う慈しき神学であろう。私とイエス・キリストとの不用 A性に凶執する樟学。私と彼との差異を確立す
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ることで万事襲われりとする敬愛な熟寝の枕の神学。そのような神学は、何という神学であろうとバル

トは設う。(純)

バルトは、イエス・キリストにおいて私のために起こり、また響示されたとととして認識する第三の

ことは(この場合にも、人間の識と生命の恢複という践に、 一般的な言い方をせずに〉私の識と生命の

叡複 (Herstel1ungmeines Rechtes und Lebens)であるという。これは護極的・持定的なことである

が、しかしとの積械的・肯定的なことも、あの消極的・否定的なことと同様に、私が自分で作り出すも

のではなく、作り出し得るものではないという。{紛私が拒否して失ってしまった私の義と、私がかつて

失ってしまった私の生命が、イエス・キリストが私のために鍔自身を捧げられたあの従!艇の行為におい

て恢識され、死人の中からの匙りにおいて明らかにされたのである。イエス・キリストは、私の義とし

て、また私の生命として私に代わって立たれる。私が彼を認識し、彼において私自身を認識するならば、

ぞれは、私が彼において義と生命が与えもれている者として自分を見出すということである。

では、この認識から{uJが生まれるのだろうか。そとから生じるのは、自信に満ちた強い蕗ばしい確信

を持つことが許されるという事実である。私は、信頼するととを辞される。ぞれは、私記語られた神の

~ 言葉に答える信頼であり、イエス・キワストの認識としての信仰の認識の中に基礎付けられた信頼であ

る。とれらを総括してバルトは次のように誘う。キリスト者がキワストにおいて自分の高慢と随落の克

搬を認識し、しかしまた自分の識と生命の恢複をも認識するとき、設は、との出来事に日そ注ぐことに

よって、'悔い改めつつ、確信をもって、キリストと共にいることを許されることが起こるのである。ぞ

れとそ、信仰を、認識としての性格において、出来事たらしめるものである。結仰は、神の救いの作為

の出来事ではない。信仰は、樽の救いの行為において、ただ、従うととが出来るにすぎない。倍仰は、

根本的に神の救いの行為の後に位置し、下に位置するものである。しかし、話仰が神の救いの行為と共

有しているのは、信仰もまた-つのm来事であるという事実である。即ち、信仰は、教団の覚隣という
と機関の中で、教団の生ける成員であり氷速に成員であり純けるキリスト者の覚醒なのでおる。(凶)

3. キリスト教伯仰は告自である

バルトは、最初記、信仰を包括的に認知 (Kenntnisnahme)の行為と呼んだ。また、それの基織的

な事実として、成認の機器を述べ、との承認のrllに認識の犠きを位含し、とのゑ認から認識を述べた。

キリスト教話仰は、イエス・キリストについての人間の認知であると彼はいう。では、認知とは何か。

次に、この概念について解明しなければならないとバルトはいう。開

ドイツ掛の認知は (Kenntnisnahme)r知らされることj で誌なく、 (Kenntnisgabe)r知らせるこ
と」であり、承認と認識は告自と a致するのである。承認し認識しているだ、けであって告白しないキワ

スト者がいるとすれば、そのような人は、そもそもキリスト者ではない。イエス・キリストは人間を信

ずる白由を与えられた。その自由は、その呂擦において、被の証人であるという告白である。人が「知

らされるととj は、 l段ちに明nらせるj ととでもある。人がキリスト者として信ずる場合には、歴史が
とる。(副業と交わりを求めてやまぬ樹人の歴史が起こる。

告白するということ (Bekennen)とは軒であろうか。一般的に首って、告向とは、信仰者が信ずる

方に向かつて、彼が承認し認識する方に向かつて、生けるイエス・キリストに向かつて立つという、

持の行為の一襲業である。イエス‘キリストに対する儲仰の行為としての告白とは、 f入の前で私を古

い表すJ(マタイ 10:ということである。イエス・キワストに自分が帰属していることを、自分の

全存在を外に肉かつて詩い表すことである。

そのような信持告白の行為が求めもれるのは、人間性というものは、舎Ij造に遡ったものとしては、共

同人需性(抵抗menschlichkeit)であるということによって当黙である。これは、キリスト者の人間性

についても妥当する。キリスト者がその自由な人間的行為である場合に、人はそれを鱗人抜きで行なう

ととは出来ない。従って、それを隣人に諒して行なうことは出来ない。被は、韓人に対しても費任があ
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るのであるとバルトはいう。(紛パルトは、隣人に対する領域を人間世界にまで言及する。「イエス・キ

りストは自分のためにもそれらすべての人々のためにも死んで更生えられたJr神がイエス・キリストにお
いて和解されたのは、組ならぬこの世であるJという決定的な事実を知っているのは、キリスト者であ

るが、彼はそのような知識を自分の手許に留めおいて、自分の倍仰を告脅しないなどということは出来

ない。彼は、自分が共に生きているこの討に対して、深い謙遜をもって、しかし大きな勇気をもって、

告白するキリスト者であるより他はないのである。 (19)

{注]

K.Barth WKirchliche Dogmatik ~ IV 11 s.847 井上良雄訳『和解論~ 114 p.213 

(2) aa.o. s.847 井上訳 p.214 

a.a.o. s.848 々 p.215 

(4) a.a.o. s.848 々 p.216 

a.a.o. s.851 々 p.220 

(6) a.a.o. s.851 々 p.224 

a.a.o. s.8 5 3 々 ひ.227

(8) a.a.o. s.855 々 p.229 

a.a.o. s.857 々 p.232 

(10) a.a.o. s.858 々 p.232 

a.a.o. s.858 々 p.232 

(12) a.a.o. s.860 々 p.236 

a.a.o. s.861 々 p.237 

(14) a.a.o. s.862 々 p.239 

a.a.o. s.864 々 p.241 

(16) a.a.o. s.867 々 p.247 

a.a.o. s.868 々 p.248 

(18) a.a.o. s.8 7 0 々 p.251 

a.a.o. s.8 72 々 p.254 

一愛

1. アガペーとこじ日ースの問題

バルトは信仰・愛- いて論じる場合、ぞれを、個々のキリスト者の問題 (dasProblem des 

einzelnen christlichen Menschen)という用語を用いる。 (1) 間歌社会は、コンスタンチヌス大帯以

来、コルブスクワステイ社会と言われてきた。人は生まれて直ちに嬰児洗礼を受けた。綿入の儲仰など

問題にしなかったのである。だが、バルトは嬰児洗礼を斉定し、明確に、皆入の信仰について取り上げ

てきたのである。個人は、和解に関与するが、それは、神とこの慣の和解がその方において出来事とな

った人間イエスに、人は属しているからである。このような人間を、 f和解論~ IV 11では、「詰仰Jとい

う規定のもとに理解したとバルトは述べ、 f和解論~ IV 12では f愛Jの行為を、贈与句 (Hingabりとい

う概念で説明する。

さて、愛は、贈与であり、受領としての揺仰に対立するとバルトは苦う。 (2) 神の側においても、イエ

ス・キリストの卑下と高等季、義と聖化という聖護の業は、ごつの分離された神的活動ではなく、 Aつの

神の行為の二つの分離されず同時に働く要困と姿であるが、人間の側とおいても、信仰と費、受領と贈

-16 



弘前学院大学文学部紀製第41号 (2005)

与泊、キリスト教的現実存在を形成する一つの生の溜動と行為との区別されなければならないが、分離

されてはならない二つの饗閣である。それら二つのものは、ただ相対的に対立するにすぎないとバルト

は述べて、その根拠骨盤脅から実証する。 (3)

CD ガラテヤS章G館キリスト・イエスに結ぼれていれば、割礼の有無は陣題ではなく、愛の実
識を伴う信仰こそ大切です。j この箆所では、ユダヤ人と異邦人の割礼の手ぎる無しに対して、イエス・キ

ワスト ζあって儲錨あることは、 f愛によって犠く信停j が対聾されている。愛によって犠く

の信仰は、有在しないのである。信停は、ぞれ自身 f鋤くj ものであり、一定の行為であり、キリスト

教的な生行為の全体である。

② コリント 113輩13節。「信仰と希曜と愛と、この三つが再統ずる。そして、このうちで最も大な

るものは愛である。Jなぜ、「愛Jが、倍仰や希望に優るのであろうか。それは、最後の時にも、ぞれだ

けは本質的なもの、本来的なもの、永続的なものだからではない。殺が借仰や希望に優るのは、あの倍

停・希望・愛という三つ-組となっている概念の内部においてである。ぞれは、愛においてこそ、キリ

~スト者の現実碍慌の行動的性接があらわとなり、自に挟るものとなるかちである。コリント 113芸誌は、

キワスト書の ri護j についての答えで為る。コワント教会の人々は、 ri護j とは、あの様々の盤の賜物〈諌

言・異言・知識等〉を所有し、それに相応しい繍ぎをすることだと考えていた。パウ口はそれそ認めつ

つ、彼らの不一致や混乱に自を注ぎつつ、「最も慣れた道」は「倍仰・希望・愛j であると記しているの

である。しかし、ここで特に「愛Jの名を挙げ f愛」について記さなければならないのは、この前後の

関係において大切なことが、本質的・永続的なキリスト教的行為そのものを、あの様々な本閥的でなく

一時的な働ぎに対して、対照的に示すということだからである。 r最もすくれた道Jがどのようなもの
であるかということは、愛において明らかiごされねばならなかった。また、愛においてしか明らかにす

るこができなかったのである。今生ぎなければならないキリスト者の生活。最後の審ぎの火に謹える本

来のキリスト者の生活。それは、その全体において、道でありわ二為である。しかし、キリスト者の生活

によって示され認識されるのは、愛であるという事実においてである。

③ 口…マ欝13章10節。「だから、婚は律法を完成するものであるJ。この簡潔な詰葉は、キリスト者

の生活の行為が愛において頂点に遣してあらわになることを訴している。 f愛は律法を完成する(新共同

訳聖書は〔全うする))Jの前節の、「互いに愛し合うことのほかは、だれにたいしても借りがあってはな

りません。人を愛する者は、徳法を全うしているのです。姦濯するな、殺すな、盗むな、むさぼるな、

そのほかどんな誌があっても、 f鱗人を自分のように愛しなさい3という言葉ζ要約されます。愛は韓入

に悪を行いません。 j という言葉が、疑いの余地なく明らかに示している。それは、隣人に関して律法

が求めることを什なう入、従って隣人を愛する入試、そのことによって律法を完成する者であり、こと

に神をも愛する者だということを実証し示すのである。律法は、一定の行為を要求するのである。その

行為とは、愛である。そのようなことは、倍仰においては常うことができない。信仰は完全に受領の行

為だからである。希望においても忍耐についても言うことはできない。キリスト者は、まさに獲におい

てあの受鎖に対応する贈与において、館法を完成し、神が求めることをなし、持の前に正しいことをな

す。 fこの女は多く愛したから、その多くの罪法ゆるされているのであるJ(Jvカ7章47節λ
そのような行為をする場合には、神の意思は、彼の生活の中で行なわれ、持の律法は完成されているの

である。 (4)

バルトは、愛という概念を「贈与Jという術語で説明してきた。次に、バルトは愛は、愛する主体と

はまったく異なった他者に向かっていくと述べる。 (5) その場合、その愛は愛する主体の利害関係によっ

て向かつてゆくのではない。また、その対象が何らかの錨鎖があるからでもない。キリスト教的愛辻、
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他者自身のために他者に向かつてゆく。その対象が価値があれ無価値であれ、他者として存在している

ゆえに、他者として愛する。キリスト教的愛は、他者に身を向けるだけではない。他者に自分の所有、

自分の存在、自分に属しているものを気前のよさ (Freigebigkeit)で与える。

キリスト教的愛とは別の愛がある。キリスト教の愛を際立たせるためにバルトは、その愛について言

及する。即ち、この愛は、一切の自己否認などとは無関係で、自ずから自己主張の特に無批判的な増大

と強化とを出発点とする。愛する主体は、今や、そのような自己主張において、飢えていて、その他者

が自分に提供してくれるように見える食物を求めるのである。それゆえに、彼は、この他者に関心を寄

せる。彼が他者を必要とするのは、その他者に固有な価値のためであり、何らかの目的のためである。

勿論、愛の対象が単に感覚的な種類ものだけではない。それが真善美に向けられるということもあり得

る。また、性的な形においても、他者の体だけを対象にしないで、その魂を対象にするということもあ

り得る。それが最も素晴らしい神に対する恋情(Gottesminne)であることもあり得る。しかし、それ

は、どのような形においても取り、征服し、所有する自己愛 (Selstliebe)である。これは、キリスト教

的愛の正反対のものである。 (6)

別の愛(jenerLiebe)は、ギリシャ語の rE ρωγ」であるが、新約聖書はこの言葉の使用を避けて
いる。この言葉は、古典ギリシャ語において、明らかにあの「別の愛」を言い現す言葉であり、自分の

対象を欲求し、征服し、所有し、享受する愛を言い現す言葉なのである。使徒後教父たちにおいても、

エロースという言葉は、ただ一度、イグナテイウスが用いているにすぎない。新約聖書では、比較的ま

れに「φL入 E ~ ν」を用いることもあるが、通常は「α了απη」である。アガペーは、古典ギリシ

ャ語ではまったく用いられず、ヘレニズム時代のギリシャ語でも、まれにしか用いられていない。この

言葉は、新約聖書に用いられることによって始めて、エロースと対立したのである。アガペーという言

葉自身は、かなり無色の言葉であって、例えば英語の likeという言葉に似て、人が何かを好む、歓迎す

る、満足だといようなものである。七十人訳ででは、色情的な愛として理解されることを避けるために

無色なアガペーという言葉を採用したのだろうとバルトは言う。 (7) 注目すべきは、ホセア書におけるヤ

ハウエとイスラエルの婚姻についてさえこの言葉が用いられ、さらに、雅歌においても用いられている。

アガペーという言葉が選ばれた理由は、聖書において「愛」として証しされているものを表現するため

に、決してエロースという言葉を用いないという意，思を挙げるほかないとバルトは述べる。

だが、この愛(アガペー)とあの愛(エロース)の間の対立を、どのように鋭く眺めまた限定するに

しても、それは、同一の人間的本質である。人間はいつも、その愛の二つの形姿において出会う。たと

え、それがキリスト者であろうと同じ人間に関することなのであるとバルトはいう。 (8)

また、バルトはアガペーとエロースの愛を以下のように区別する。アガペー的愛は人間的本性に対す

る対応において起こるが、エロース的愛は人間的本性に対する背馳において起こる。前者は人間が人間

的との関係において正しいことをするときに起こり、後者は正しくないことをするときに起こる。前者

は人間的本性に対して積極的・肯定的な関係にあり、後者は消極的・否定的な関係にある。 (9)

バルトは、愛という問題を、人は人間仲間と共にいるいう事実から取り上げる。即ち、人間仲間とは、

我と汝の出会いへと方向づけられている人間の本質の問題である。人は、他の人間の言葉を聞き、他の

人間と語り、他の人間を助け、助けを受けるときに人間である。アガペー的愛においては、人間は、人

間仲間の返礼を期待せず、純粋な敢行として白分自身を与える。このことが、エロース的愛については

言い得ないことである。エロース的愛も、多くの場合、人間仲間に向かつての様々の志向であり、熱情

と切迫さをもって志向するだろう。しかし、それは、人間仲間のことを考えずに、自分自身のことを考

える。彼は、その場合、他者を増収、収益と考え、利得、獲物、餌食と考える。その場合、どうして、

人間仲間は、仲間、同伴者、同輩と言えるだろうかとバルトは言う。剛
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バルトは、これまで、アガペーとエロースの違いを述べてきた。しかし、彼は、この両者を対立させ

てはならないと言う。キリスト教的愛は、この対立の中に生きてはいるが、この対立によって生きてい

るのではないからである。なぜかと言えば、 「愛は、ねたまず、高ぶらず、誇らないからであるJ(コリ

ント 113章4節)。もし、愛が、エロース的愛とは違うということに「この取税人のような人間ではないJ

(ルカ18章11)と、自分の偉大さを見いだ、し、満足を感じるならば、何という驚くべき愛なき愛であろ

う。キリスト教的愛は、人間的本質に対して、一つの新しい出来事であり、人間の中に基礎を持たない

出来事であり、偶発的な (kontingen t)出来事である。人聞がキリスト教的愛で愛する場合、その愛は、

彼に付与されるのである。アガペーの愛は、聖霊の生かす力において起こり、従って人間の創造者、主

である神の新しい行為において起こるのである。 (11)

バルトは、自論を述べた後で、アンデレス・ニグレンの『アガペーとエロース』は、両者をあまりに

も対立させすぎて、硬直していると批判する。また、セーレン・キルケゴールの WLeben und Wal-

ten der Liebe~ も同様で、非キリスト教愛がその最後の潜伏所の中まで追跡され、照らし出され、その空

一しさを確認させられ、裁判官のもとに連れ出されているのは、非常に残念なことであると述べている。 (12)

【注】

(1) K.Barth WKirchlidhe Dogmatik ~ IV /2 

(2) a.a.o. s.829 

(3) a.a.o. s.829 

(4) a.a.o. s.831 

(5) a.a.o. s.832 

(6) a.a.o. s.833 

(7) a.a.o. s.835 

(8) a.a.o. s.842 

(9) a.a.o. s.843 

(ω) a.a.o. s.846 

(11) a.a.o. s.848 

(12) a.a.o. s.848 

2.愛の根拠

(EV ANGELISCHER VERLKAG AG.zOLLIKON-ZURICH) 1955N年 s.825
『和解論~ II/4井上訳新教出版社 1972年 p.203

井上訳 P.209 

々 p.210 

々 p.213 

々 p.214 

々 p.216 

々 p.220 

々 p.229 

々 p.231 

々 p.236 

々 p.238 

々 p.240 

キリスト者の愛には、「根拠J(Grund)がある。担拠という言葉の代わりに、「根源J(Ursprung) と

いう言葉を用いることができる。しかし、この概念は、キリスト者の行為の由来するもの及びその運動

の原点と、キリスト者の行為自身において起こるものと同一だという考えを引き起こすので用いないと

バルトは言う。(1)

愛は自由な行為であって、利害関係や意図や目的を抜きにした他者に対しての自己贈与である。しか

し、愛は、無根拠な行為ではなく、この愛に従事している人問、即ちキリスト者の愛は、神が根拠であ

る。神が、その神的本質の尊厳と栄光とにおいて、先ず彼を愛されたことに基づいて、愛することを許

され、愛さねばならないのである。愛とは神が、 「われ汝を愛す」と語られた、その御言葉に対する応

答である。キリスト者は、彼自身が第二の神であるかのように愛するのではない。神が原像的、本源的

になされることを、キリスト者は模造的、比喰的に行うように召還されているのである。即ち、第一次
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的愛としての神の愛に、第二次的愛として、従うことを許されているのである。この意味で、 f愛は、神

から出たものであるJ(ヨハネ 14輩7館〉と語っている御詩葉は、力を持っているとバルトはいう。 (2)

また、 fわたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して下さって…。ここに愛があるj

節〉。さらに、「愛する者たちよ。神がこのようにわたしたちを愛して下さったのであるから、わたした

ちも互いに愛し合うべきであるJ(1号節)。これらの聖句は、すべて神の愛と人出の愛について語り、す

べて神の愛の優位性について語り、神の愛による人間の鍵の制約について語っている。同時に、神の濃

の先行によって、神の愛に続いて、また神の愛に対応して人間の愛も主組する必然性について諮ってい

る。

次に、バルトは、持の愛の犠拠を、神の存在と本質から述べる。 (3) 神は、それ自身、 rr der 1iebe Go出

(ドイツでは習慣的に愛する神と呼ぶ)である。 f持は碍在するJ(Gott ist) という命題と「神は愛す

るJ(Gott 1iebt) という命題は、同意義で、あって、互いと他を説明し、実証するという。 r神は存在す

ることによって我々を愛し、愛することじよって存挫するj ということは、ただ神についてだけ言い得

るのである。そのことは、たとえ、完全なキリスト者にも言い得ないことである。神は、愛することに

よって、すべての真に存症するものの桜掠・総体であり、従って、すべての欝きものの根糠・総体であ

る。神は、「最高善J(summum bonum) としての f最高序紅J(summum esse)である。神はたと

え、獲しまた神の費に応答するただ-つの被造物が存在しなくとも、神は愛される方であると共に、愛

する方である。それが、神の存在の昌的であるとバルトは言う。{のその理由は、 Iヨハネ4章8節の

は愛であるj という鐸誌葉にある。 3ハネは、 f神j という言葉を f愛Jという言葉と共に述べた場合、

彼は、 f神」を f愛j と等{蒸したのであって、 f愛は神であるj という)換に転倒することも可能なのであ

る。

f神は存荘するj という1命題と f神は愛するj という命臨の等舶は、計約型需の含蓄的な(implizit)な

読しと新約聖書の顕示的(cxplizit)証しむおいて、神が御自身を苦い表すための最も簡潔な定式である。

神は一者でありつつ、単に-つの仕方で現実存証するのではなく、父の仕方において、また子の仕方に

おいて、父と子から出て父と予を結合する聖霊の仕方において現実存任する。そのような本質の三位-

体において神は穫する。

また、バルトは、愛の綴拠が f外ニ向カッテノ神ノ業J(opus Dci ad extra) と問… Aであるという。(日)

即ち、神は、父・子・聖霊としてのその存夜と本質を、神御自穿である永濯の獲を、的と関係なく

しているのではない。神は、我々の神という自由を持ち、それを行使されるα 神は、それを我々と与えー

るときに、愛の根拠となるのである。

神の愛は、!日約聖書の証しによれば、撤頭徹地行為 (Tat)である。従って、ヤハウェの感情・心情・

態度・気持ちというようなものではない。神は、モーセを彼ちの指導者として召し、彼らを力をもって

エジプトから引き出し、紅海で助け、ヨルダン}IIを越えてその父強たちに約束された土地にまで彼らを

導かれた。神培、そのような行為において、縄自身と後らの関の契約を i立てふさらに、それによって

この民のその後の歴史も神の行動によって規定されて進んで行った。神は、そのように行動することに

よってイスラエんを愛されたのである。

新約聖書に証しされている神の愛も、彼の行動・行為である。 、神の行為は、!日約聖書にその暦

史が報道されている興約の司標として、またイスラエルに対する神の愛において行為的に与えられた約

束の成就として、地上における神の支配の樹立であり、持の出の樹立である。神は、抑子において御自

身を邸賎の中へと献げて、イスラエルから出たこの人間イエスそ登場活せることによって、行動を起こ

したのである。即ち、神は、時間の中でその生と死の言葉と業によって、死人の中からの魁られた人間

イエスの啓示によって、その譲の輸をによって、行動されたのである。この真の神と真の人の、このよ
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うな行動が、 しさ る。

バルトは、人間の愛の担拠としての神の獲について三つの諜定を取り上げる。

( 1) 選ぶ強化rWahlendeLiebe) 

ぞれは、神の自由な行為 (freieTat Gottes)のをい直しにすぎない。神によって愛される者は、神

が彼を獲されたという事実によって、その価備を得る。なぜなら、神の愛の根拠として神に愛されるも

の自体に内在するような価値は、什:在しないからである。神は愛に値しない、敵対する人間を愛される。

神は、高f壌と堕落の中にあり、怠J慢と悲惨の中にある人間を愛される。神誌、新しい人間存在となる者

のため犯人関を選び愛される。神の

b 

である。

ヱス)を選ぶ愛として、

(Diligire)は、神の f選びJ(Eli怒である。神の愛は、

としての綾の愛に対して語りかけそれを運動せしめ

!日約聖書によれば、ヤハウェは、単にイスラエ)vの種族神ではなく、すでに早い時代の預言者たちが
知りかつ掛ったように、すべての民技者脇えて主権を持ち、それら諸民放の歴史の主であられた。イス

ラエルは、どのような点でそれら諸民族に優っているのであろうか。アモスによれば、 f地のもろもろ

のゃからのうちで、わたしはただ、あなただけを選んだJ (アモス 3: 3)。また詩篇では「主はおのが

ためにヤコブを選ぴ、イスラエルを選んで、おのれの所有とされたJ(135: 4)。イスラエルが主を選

んだのではなく、主がイスうこC)Vを灘ばれたのである。ヤハウェが選びの決断をされたことによって、

イスラエルは、強の民族からi玄1}11されたので、ある。そして、イスラエルは、ヤハウェの選ばれた民とな

るのである。禅は、その目出な恵みによって、次のように語ちれる。 f恐れるな、わたしはあなたをあが

なった。わたしはあなたの名を呼んだ。あえEたはわたしのものだ。あなたが水の中を過ぎるとき、わた

しはあなたと共におる。 JIIの中を過ぎるとき、水はあなたの上にあふれることがない。あなたが火の中

を行くとき、焼かれることもなく、炎もあなたに燃えつくことがない。わたしはあなたの持、主である。

イスラヱルの聖者、救主である(イザヤ43:1以下)。

新約期書における神の愛は、|日約聖書から連続している。それは、イスラエルを選ぶ愛である。だが、

「神はこの胆を愛されたJ(ヨハネ 3: 16)という場合、事情が変わって者た。「神はその民を捨てたので

はないJ(ロマ11: 1)、「イスラヱル人は、すべて救われるだろうJ(日マ11: 26)と記されているよう

に、神の選びと愛は、この一民族の領域を越えているのである。ホセア脅2: 23以下に、「わたしは、

あなたの民でない者を、わたしの民と呼び、愛されなかった者を、脅される民と呼ぶであろう。あなた

がたはわたしの民でiまないと、披らに言ったその場所で、彼らは生ける神の子と、呼ばれるであろう

されている。持の自患な善意が今や実轄に生起したということが、異邦人むとって救いなのである。

諜める愛 (reinigen

この概念によって、人間の搬倒と瀦敗、その罪に対しての神の愛の作為の生活について言わなくては

ならないと言う。神の愛は、まだ弱くまだ不信心でありまだ神の敵であった人間に対して与えられた(口

マ5: 6)。人聞は、神に殺される価怖のない者であり、それに相応しくない者である。それにもかかわ

らず (trotzdem)、否、むしろそれゆえにこそ (darum)神は、人間を獲されたのである。そのような、

fTrotzdemJ と fDarumJ悲どのように強調しでも充分とは言えないとバルトは言う。 (7) 何般なら、

そのことによって、神の愛は、この人間に対する神の自己贈与として、ただ神の中にその基礎を持ち、

少しも人聞の中に基礎を持っていないということが、明らかだからである。

人間が罪ある者である fにもかかわらずム持はその人を愛される。そ

して、 (Wider 
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うことを合んでいる。また、神が人!苦?を fそれゆえにj こそ愛する場合には、人間が弱さ・ 4信心・散
対の中におるのを見つつ、その中から人間安開放することを含んでいる。神は、人間を、その罪に抗し

て愛されるのである。人間の罪に対して「否J(Nein) と語ることによって、人間に「然りJ(Ja) と語

られるのである。神に愛された者の罪は、神が彼を愛して御自身を贈与した事実とは調和できない、汚点

(Flecken)であり、消え去らねばならない汚点である。神の愛と業とは、この汚点を消え去らしめると

いうことである。それをバルトは潔める愛と将ぶ。神の愛がそのような規定のもとにあることを忘れで

はならない。この規定なしには、殺の神について語ることは不当である。神の愛は、罪ある人間に対す

るまったき恵みであるが、同時にまた、そのような人間に対する審ぎでもある。まったき恵み (Ganze

Gnade) というのは、それが神の完全な施与であり、{二慈であり、対意だかちである。しかし、ぞれと

同時に、ぞれが審きでもあるというのは、ぞれが神の聖なる厳しさだからである。神が、悪しき道を捗

む人間に明らかな仕方で抵抗し、人間の誤り、愚かさに対する板借ない懲罰者として、 fそれは駄目だ。

とこまでであって、その先はいけないJということを具体的に示すのである。恵みと審きは、何らかの

偶然的或いは恋意的な並行或いは継続として起こるのではなく、神の潔める愛の連関として起こるので

ある。神の感みと神の審きは、神がそれらに与える秩序と意義に従いつつ、その去来において共に働く

のである。この両者を結合する秩序とは、神が人間をその審ぎによってその恵みのもとにとどめ、その

慰みへと導者返そうとすることで島る。また、この両者に共通の意識とは、人間をその罪から引き離し、

自由にするということである。

つの道において、われわれに討されるのは、人間の顛額iと破壊に対 と

活動である。どちらの場合にも、人間の獄めが居標である。神は、機しい手で人間に過分のものを与え

つつ、「それにもかかわらずJと語り、憐れみ深く「それゆえに!と諮られるのである。新約盟番におい

て、問題の中心は、神の恵みと轡きである。イエス・キリストの服史においては、二二つのことではなく

て、一つのことである。即ち、神が卑下されることと高挙されたこと、顧みにおいて審きを行い、その

様ぎにおいて患みは勝利したこと、神が怒ることと祝福されたことは一つのことである。この神の愛は、

それに基づいてわれわれも愛し、その力iこよってわれわれも愛する許される握拠であり、われわれそ最

初に愛された神を応答的に愛することを許される根拠である。

(3) 創造的愛 (schopferische

餅造的な愛とは、その働ぎによって、神に愛された者たちが、自ら愛する者になるような愛である。

神の殺と神の愛のそのような働ぎの結合は、偶然的、外的なものではない。その意味は、神が「無カラ」

nihilo)天地を創られたように、愛し得ない、また愛することを欲しない者たちから、実際に愛す

る者たちをと主ぜしめたということである。神の愛は、われわれの愛を問いただしたり、 i要求しない愛で

おる。むしろ、それは、われわれにとって、まったく新しいものを創造する愛であり新しい行為へと白

山にする愛である。人間の{躍でも愛が起こり、従って、自己贈与が起こるそのような行為へと、人は開

放されなければならないのである。持が自分を愛されるということ、従って自分に対してまた自分のた

めに神が自己贈与し、自分の生活の中に神が御自分を投入されるということ、そのようなことを持によ

って経験された人は、 jJIJの人間 (andererMensch)になる。神は、あるがままのその人を、縄自身と

の交わりの中に入れられ、そのことによって、その現実存在を根本的、全面的に新しく規定して、その

人に支きして行われた変化は新しい創造ないし新しい誕生と言うより他はないのである。

バ}vトは、神と人間の間の交わりの設立による新しい創造、開放、根本的な変革というような概念を
導入したことによって、この68節の表題「聖霊とキリスト教的愛Jをはっきりと取り上げる地点に到達

したと言う。 (9) 神の費の行為と業ほ、それがキワスト教的畿の根拠になるというその完成においては、

聖霊の行為と業であって、この聖霊において、人間は、父によって錦子のもとへと目され引き寄せられ、

御子によって父のもとへ召され引き寄されるのである。ぞれこそが、持と人間の関の交わりの設立によ
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る人間の新しい創造であり、その開放であり、その根本的変革である。そのような召し引き噂せる力は、

型識の力である。

ところで、出約聖書も新約盟書においても、持の震と人間の愛が開じ再葉で言い表わされている。そ

うであるならば、神の愛と人間の愛の思別はどこたあるのかが問題となる。人間に対する神の鍵は、創

という性格を与える以外にないとバルトは言う (10) あの神の愛とこの人間の愛の差異受理解し、さ

らにその連関をも理解するためには、次のことそ考えなければならない。それは、この人間の愛誌、あ

の神の楚による絶対的な制限の中でだけ生起するのである。申命記§章5節の f心をつくし、精神をつ

くし、力をつくして神を愛するj という愛が起こるの辻、イスラエんの民が、自分内身から生み出した

ものではない。エゼキヱん11章19以下とよれば、「後らに一つの心を与え、彼らのうちに新しい撃を捜

け、彼ちの肉から石の心を取り去って、肉の心を与えるJという事実によってである。新約では、 fわ

たしたちと賜っている型霊とよって、神の愛がわたしたちの心に控がれJ(口マ5・5)， r丹がまだ見ず、
耳がまだ聞かず、人の心に思い洋がもしなかったことを、神は、ご自分を愛する者たちのために備えら

と人間の行為を表現するために、同じ言葉が用いられているのは、 は神の行為の模倣

(Nachahmung)だということである。「こうして、あなたがたは、神に愛されている子供として、

ならう荷になりなさい。また愛のうちを歩きなさい。キワストもあなたがたを愛して下さって、わたし

たちのために、ご自身を、神へのかんばしいかおりのささげ物、また、いけたえとしてささげられたの

(エベソ 5・1以下)と記されている。

最後記愛は、神から人間に対しての要求で誌なく、神から人開に与えられた開放として理解せねばな

らないという。初キルケゴーんは、「愛さなければならないJという言葉の土に、金券を築かなければ

ならないと考えた。部ち、愛は義務であるというのである。彼は、 I汝なすべしj という或命が救うも

のであり、浄化するものであるという o キルケゴールが、個々の点ではどのように美しいものであるに

しても、そのような前提によるものであれば、すべてのことは誤りであるとバルトは言う。 (12)

中命記G章5蔀の 1聞け、イスうエルよ。投らの禅、主は唯一の主である。あなたは心をなくし、魂

を尽くし、力を尽くして、あなたの持、主を愛しなさしりの訳は疑わしい翻訳であるとパんトは言う。

英語の ryOU8hallJの響ぎを持っているのだろう。バルトはフランス耐の rtuaimerasJの)]が長いと

いう。それは、抽象的に要求する訓令ではなくて、米来形で必然的な結論を指し示す議司令なのであるか

ら。彼は、 fイスラエルよ聞け、あなたは愛するであろうJという内特であると許う。 fわたしは、わた

しの樟法を彼らのうちに盤き、その心にしるすJ(エレミヤ31: 33)。これが、そしてこれだけが、すべ

ての銀法の成就である愛の根拠である。神がこのことをなされるとき、愛を人間に期待される持の律法

は、福音の待法 (IndemGott das tut. ist sein Gesetz， laut dessen Liebe das vom Menschen 
Erwartetc i坑da8Gesetz dcs Evangelium)である。 (13)

(1) K.Barth WKirchliche Dogmatik ~ IV /2 8.853、

f和解論』井上良綾訳 p.248 

a.a.o. s. 々 p.855 

(3) a.a.o.8.856 々 p.254 

(4) a.a.o.8.857 々 p.255 

a.a.o.8.862 々 p.263 

(6) a.a.o.8.867 々 pぷ71

(γ) a.a.o. 8.875 々 p.283 

(8) a.a.o. 8.880 々 p.291 
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(9) a.a.o. s.882 々 p.295 

a.a.o. s.884 々 p.297 

a.a.o. s.886 々 p.300 

(12) a.a.o. s.887 々 p.301 

(13) a.a.o. s.888 々 p.303 

3.愛の行為(禅と隣人を愛する戒めについて〉

神の紫に基礎づけられた人間の愛について光を当てることが本壌の主題である。キリスト者は、神に

よって愛された者として自由を持って愛する。キリスト者は、罪島る人間である。彼もまた、すべての

人間の酪捜と曹落に、怠慢と悲4惨に怒る。しかも、キリスト者は、自分がそのような者であること告知

っている故に、組のすべての人間よりも一層罪ある人間である。愛の行為の内容を理解するためには、

愛の対象に自を注がなければなちない。ぞれは、神と隣人に対してであるが、バルトは、先ず、さしあ

たり、との行為の一般的な生活形式について開つの考察をする。い)

(1) 愛の作為は、いつも薪しい性棒を持っている。それは、愛においてこそ、人間の最も部い本来的

な本健、神に対しての入閣の定め、共同人間性に対しての定めが、究極的に訴されるからである。また、

愛は、持の側から人関に対して期待されるかちである。エ口一ス、即ち、自己愛はもっとも自然的なも

のであり、昔ながちのものである。しかし、キリスト教的愛は、新しい創造と誕生の出来事にだけ基礎

を持っととであるから、既存の事実から引き出せるものではない。それは、聖堂の力ある行為によって

起こるのであり、人はその聖護を舗い求める組はない。人が愛することは、いつも不思議なことであり、

驚くべきことである。

(2) 愛は、人間の自由な行為である。前項で、人間の愛を神の愛に対する応答・対応・模微・類比と

理解した。だが、ここで、三つの境界設定が必製であるとバルトは言う。

先ず、キリスト教的愛は、神鶴自身の愛の延長で誌なく、人間の生活の中へ流入でもない。キリスト

教的愛は、人間が神の擁り人形として活動する行為ではなく、神に出会い、神に答え、神の相手方とし

て寅任を負う独立の主体として、神に対して心から、活動する行為である。

次に、神の愛に対する人間の応答において示されるのは、ただ神の愛に対応する人間の志向・思想・

感情にすぎないという考え方は間違っているということについてである。神の愛は、単に、志向・思想・

感情で泣なく、意欲され、遂行された行為であり、そのようにして愛の椴拠であり、その創造的現橡だ

からである。

愛は、 f分かち合うことJ(Mitteilung) という性棒を持つ。愛するということは、 f受けるより…

さいわい(梗徒言行20・35)なことをすること、すなわち、与えるということを意味する。志向・思

・感情は、それがどれ程深く高いものであっても、与えるということではない。しかし、愛は、神御

自身の手本に従えば、与える行為であり、人間の内部から出てゆく行為である。 r神は喜んで施す入を
愛して下さるのである(コリント立 9・7)。

(4) キリスト者にとって愛は、高揚・獲得・喜びである。キリスト教的愛は、何かのために費するの

ではなく、何かの日擦を目指すのではなく、例かの意図を実現として愛するのでもない。殺する者は、

ただ愛することだけを欲し、自己贈与することだけを欲するのである。だが、バルトは、キリスト者は

愛するととにおいて、踊れやかにするような愛は極めて少なく、再びを感ずるよりは、悩まされるよう

な愛が極めて多いと批判する。 (2)

では、愛の行為の意味と内容とは何か。それは、愛の対象の中に求められなければならない。キリス
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ト教的愛は、神の灘び・諜める創造的愛に基づく応答的愛である。従って、それは、単純明瞭に、キリ

スト者を先ず愛された神に対しての嫌である。人間の感謝の言葉と業が、神の患みの宮葉と業に

し、対応する。 fこのように、わたしたちほ、信仰によって義とされたのだから、わたしたちの主イ

エス・キリストiこより、神に対して平和を得ているJ(口マ 5・1)。このことが今や、殺の行為の中で、

人間の側からも出来事となる紗ぞれが、彼の愛の行為の意味と内容であるとバルトは言う。出 f心をつ

くし、精神をつくし、思いをつくし、力をつくして主なるあなたの神を愛せよJ(マルコ12・29)。持が

彼恋愛されることが真実である限り、被は、神を応答的に愛することが許される。それは、憎めて不可

解なことではあるが、披にはそれが許されている。そして、その特性を持った神に対する愛が、戒めの

内容として認識され敢認されるならば、神への服従へと関救されるととそ意味しているのである。

パ)vr-~立、旧約聖書と新約盟書の証言からこの事実を取り上げている。先ず、!日約において。神を愛
するということと神の戒めを守ことについて。出エジプト20童話6節「わたしを捜し、わたしの戒めを守

る者にはj、申命記11・1rあなたは、あなたの神、主を愛し、その命令、淀、法および、戒めを常に守
」りなさいJo持を愛するということと神の道を歩み神につき従うということについて。市命記11・22rも
し、わたしがあなたたちに行うようにと命じるこのすべての戒めをよく守り、あなたたちの神、主を殺

しそのすべての道に従って歩み、主につき従うならば」。神を愛するということと神を畏れることについ

て。申命記10・12rイスラエルよ、今、あなたの神、主があなたに求められておられること泣街か。た
だ、あなたの禅、主を畏れてそのすべての道に従って歩み、3::を愛し、 dむを尽くし、魂を尽くしてあな

たの神、主に仕えj 。神を愛することと神を畏れるということは、試号IJはされるが、分離されずに、誌

とんど定式のように決持されて並立している。また、神に対する愛という概念と持認識の親近性も

である。 rわたしが高ぶのは、愛であっていけにえではなく、神を知ることJ(ホセア6・6)。
新約聖書では、パウ口は「知る力と見抜く力とを身に着けて、あなたがたの愛がますます豊かになり、

本当に重要なことを見分けられるように、折っていますJ(ブイリピ1・9)。

バルトは、行為 (Tat)という機念を強調しなければならないという。 (4) 神に対する愛は行為である

Licbe zu Gott tut)。愛の服従の行為によって、人間的な自己保存・昌己主穏とは反対に、投棄と

自ι贈与が実証される。
ところで、愛の撮従における問題の中心は、生ける持に対する服従である。或るいは、同じことであ

るが、生けるイエス・キリストに対する服従である。キリスト者は、神を殺し、神に自己贈与をするの

である。しかし、愛とは、単に排他的に神に対する愛のみで誌なく、むしろ、神の愛に答える人間の愛

は、神に対する人間の愛でありつつ、持以外に、神と並んで、神とは全く異なった別の対象を持ってい

るということが起こる。キリスト教的に愛する人間が愛する号IJのものは、聖書の全証言の暁擦な指示に

よれば、一定の壁史的関連の中で彼に与えられた人間仲間である。山種審には、普滅的な人間愛などと

いうものについてはー筒所も婦られていない。聖書では、神に対する愛も人間に対する殺も行為という

性格を持っているのである。

一人の人聞に対する愛、或いは捜数の人間に対する愛は、あの愛される者は、愛する者の誌の近く

(Nuhe)にいることを前健としている。しかし、それは場所的な近さではないし、またその必要はない。

また、ぞれは時間的な近さでもない。キリスト教的環の行為が起こる近さとは、愛する者と愛される者

が共にその中に生きている癒史的連関の近さである (dicNahe eines geschicht1ichen Zusammenhan-

ges)。

次に、バルトは、人間に対する殺という視点かも、 f隣人 (Nachsten)Jという聖書的概念について

解説する。倒「隣人J(ヘブライ韻はrea) とは、神以外に、また持と並んで愛せられる者、神に対する

愛のゆえむ愛せられる者であるとバルトは苦う。しかし、根源的な意味では、イスラエルの同砲である。
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レピ記19・18以下に、 rt短讐してはならない。民の人々に根み者抱いてはならない。自分自身のように

隣人を愛しなさい。わたしは主であるj。この言葉は、 fイスラエル人は、瞬人をしいたげではならない。

かすめではならない。日雇人の賃銀を明くる朝まで、自分のもとに儲めておいてならない。耳しいを呪

ってはならない。日しいの前に顕く物を闘いてはならない。審ぎをするとき、不正を行ってはならない。

賎しい者に不利議を与えてはならえEい。噴い者を既護してはならない。隣人を誹諒しではならない。隣

人を常み、購入に後脅し、強みを抱いてはならないj。そうではなくて、イスラヱル人は、鱗人を自分良

身のように愛さなければならない。そして、最後の しは主であるおこ る。

しかし、との興約には、 34節に言われているように、 f組問入j も、!司じ語i令によって告合されている。

fあなたがたと共にいる帯留の他国人を、あなたがたと同じ国に生まれたようにし、あなた自身のように

これを愛さなければならない。あなたがたもかつてエジフトの同で的国人であったからであるj。この訓

令の対象は、そのように拡張しても、依然として関ざされた群れであるとバルトは言う。 (7) また、議言

25・21以下に、 fもしあなたのあだが飢えているならば、パンを与えて食べさせ、もしかわいているな

らば水を飲ませよ。こうするのは、火を被のこうべに積むのである。主はあなたに報いられる。j しかし

敵を愛するということ辻、語られていないα

新約聖書においても、愛される人間というのは、決して人間仲間そのものではないとバルトは手厳し

い。キリスト教的愛を、人道的愛と考えている入は憤慨するだろうが、ここでも、閉ざされた群なので

ある。愛の対象は、弟子たちの群、兄弟たちの群、聖徒たちの群、イエス・キリストのからだの肢々の

群、教団の群である。人間仲間は、実際には、神とイエス・キリストの愛によってキリスト者に所属さ

リスト者の姿においてだけ、愛されることが可能である。キリスト者は f瓦いにl愛し合う。

この顕ざされた群が、必ず関かれなければならない、ただ一点が存殺する。それは、マタイ 5章43....... 

48節1:)1<められている愛という形である。 r敵J(Feinde)に対しても、というのではなく、
してこそ、教団を迫害する者に対してこそ、十字架上のイエスの耕り 1父よ、彼らをお赦しください。

自分が伺をしているのか知らないのです。J(ルカ23・:34)に、その原{象・原型を持っている執り成しの

新りの形で、控がれる愛である。それは、口マ書12・21に記されているように、「思に負けずに、善を

もって懇に勝つJということである。キリスト教的愛において、「隣人Jとは、イスラエルの現実存在の

或いはキリスト教団の関連の中で、脅する者に村属されている人間仲間のことであ

る。部ち、ぞれは、この共同人間 (Mitmensc訟のことでめる。川

この歴史的関連とは、救済史 (Hei1時間chichte)のことである。救詩史誌、櫛舟身とこ

せるための神の特加な語りかけと行動の連関であり、その中心、その頭点にイエス・キリスト

ある。この救済史に対して、神の民イスラエルが関与し、キリスト教団が関与する。間接的には、この

民以外の入も、この民の敵、迫害者も関与する。

注目すべき人々が記されている。モアブの撤読者パラム、その同国人ルツ、カナンの遊

女ラハブ、シパの女王、ベルシャのクロス王の役割を思い起こさねばならない。新約聖書においては、

i東から来た博仁たちj、 十字娘のもとにいた百卒長、ルカに記されている!良きサマリヤ人j、被こそ、

イエスに問うている

では、神を愛するということと、 fあなた自身のようにあなたの隣人を愛さなければならなしりとは、

どのようなことを意味しているのか。キリスト教的脅は、ごつの次元を持っている。救済史は、神と人

間の間の鰹史であり、人間と人間の間の歴史である。神に対しての人間の共同関係(地iteinander)から、

(Untcreinandcr)が生じる。救済史は、神の愛が人間に対して垂直線に生起するとき、

人関が相互に過去の愛に対応して水手線においても生起する。

だの雪、 このこと 詩われているのは、新約聖書の証言であって、!日約聖書ではないとバルトは

言う。(曾)申命記6・5 くし、魂を尽くし、力を尽くしてあなたの持、主を愛しなさいj

と、 レピ言己19・18 分告身を愛するように鱗入を殺しなざしりを f愛の土議の戒めj
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der Liebe)に結合されたのは、共鰻補奇書のイエスでおった。神に対するキリスト教的愛は、隣人に対

するキリスト教的獲を引き起こすのである。

最後にバノLトは、 3ハネ福音書13・1以…ドの洗足の記事を記してこの項目を締めくくる。「イエスは、

この殺を去って父のみもとへ汗くべき自分の時がきたことを知り、世にいる自分の者たちを愛して、彼

らを最後まで愛し通された。J。イエスは、彼らの起を、 島入ずつ(イスカリオテのユダも、彼らの中に

いた)洗い、ぞれかち御自身の着物で拭かれ、そして、詩われた。 rわたしがあなたがたにしたことが
分かるか。あなたがたはわたしを教師、また主と呼んでいる。そう言うのは正しい。わたしはそのとお

りである。しかし、 jさであり、また教師であるわたしが、あなたがたの足を洗ったからに辻、為なたが

たもまた、互いに足を洗い合うべきである。わたしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもするよ

うに、わたしは手本を治したのだ。よくよくあなたがたに言っておく。僕はその主人にまざるものでは

なく、っかわされた者はつかわした者にまさるものではない。もしこれらのことが分かっていて、それ

を行うなら、為なたがたはさいわいである。J。この税識の言葉は、「あなた自身のようにあなたの能人を

潜在なければならないj という戒めの秘織であり、ぞれの約束と成就であるとバルトは言う。

{注}

2く働Barth Ii'Kirchliche Dogmati主JlN/2. s.888、

井上良雄訳 p.304 

a.a.o. s.894 々 p.314 

{3} a.a.o. s.896 々 p.317 

{4} a.a.o. s.908 々 p.336 

(5) a.a.o. s.910 々 p.338 

(6) a.a.o. s.911 々 p.340 

(7) a.a.o. s.912 々 p.341 

(8) a.a.o. s.913 々 p.344 

(9) a.a.o. s.919 々 p.351 

(lO) a.a.o. s.936 々 P.376 

4.愛の特性(コリント 11 f愛の讃歌J)

バルトは、愛について最後に、コリント前書13章の I愛の讃歌j かち、制裁だけが伍植を持ち、 (2)愛

だけが勝利し、 (3)殺だけが存続するという愛の特牲について釈義する。

1コリント13章1'""""3節

1きii rたといわたしが、人々の言葉や簿使いたちの言葉を語っても、もし愛がなければ、わたしは、
やかましい鏑や騒がしい鏡鉢と同じであるj。パウ口は、愛を、霊的資殺の一つの行使と対詑すること

で始める。対比とは、異昔に対してである。聖霊によって力を与えられて、県替を語り、しかも殺を持

たず、神と幾人に対する自己贈与をなおぎりにすることもあり得ると、パウロは擁前するのである。異

討がそのようなものであるの培、それは、響きはするが、一つの膏しか出さず、その限りにおいて空し

くうつろな、何も伝えない非音楽的なものだからである。鐘や錦織の響きは、吾楽ではなくて騒苦にす

ぎない。愛なしに語ちれる異誌も持犠である。その場合、その異言が、どれほど意味深く感動的な響き

をたてようと、また神・キリスト・御設をどれほど真剣に考えていようと、まったく問題でなない。も

し、震を持っていないならば、どのように良い考えも、そこで語ろうとするどのような霊的な豊かさも、

異吾犯とって何の役にも立たない。その場合には、異言において響くのは、異言を語る者の非常な自己
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事楽と激しい自己表現にすぎない。 、単調で退屈で不愉快で結局詰腹立たしい代物立すぎない。費

がなければ、彼は、「やかましい鐘や騒がしい鏡鉢(シンバル)と河じであるj。異替ではなく、内容豊

かな尖端的発言でもなく、最 kの意味で f熱狂的にJ語られ、歌われた、ただ愛だけが、錨イ肢を持つの

である。 (1)

2箭「たといまた、わたしに預言する力があり、あらゆる輿義とあらゆる知識とに通じていても、ま

た、山を移す;まどの強い信仰があっても、もし愛がなければ、わたし拭無に等しいJo諌言試すべての人々

に与えられている賜物ではない。しかし、ここでは、異言と違って、一定の具象の機念として用いてい

る。即ち、使徒のケワュグマによって起こる神の啓示の提挟を考えるべきである。 fあらゆる奥義とあら

ゆる知識とに通じているlということは、あらゆるキリスト教的発詳の自明な前提ではない。ぞれは、

使徒そのものの理解であり、能徒の理論的・実源的な解釈であり、その様々な次元の洞察であり、

というものである。 f知識J(γνωσιγ)という設葉は、最高の意隙でラテン舗の rintel1ectusJを意

味し、従って、 f救主なる神に対する全人聞の理解をもっての関与iを意味する。「倍軒JJは、ここでは

特に奇跨を行う信仰である。この領域に関しても、パウ口辻、何も疑っていない。彼は、ここで現実と

なり得る最高の可能性のととを考えている。彼は、 fあらゆる奥義Jrあらゆる知識Jrあらゆる〈強い)
信仰j と言う。 lUを移すほどの〈マタイ17・20)f"言仰と首う。彼は、それらすべてのカを与えられ、そ

れちすべてのことを実現しながら、しかも愛を持っていないということがあり得ると確信する。その場

合には、ぞれらのととが最高度の完全さで起こっても、預許者としてのその発言は雫虚な設葉、その知

識は神秘的・理性的な遊び¥奇跡を行うその信部は高度の蝿術、或いは重々しくはあるが不毛な正統的

詩碑にすぎない。その場合には、彼は、どのように関言者・神学者・型職務としての光栄に充ちていて

も、「無Jなのである。川

3節「たといまた、わたしが自分の全財産を人に施しても、また、自分のからだを焼かれるため

しても、もし愛がなければ、いっさいは無益であるJ0 _.~人の人が自分の持物全部を施す場合、それはす

でに欝人愛ではないだろうか。また、信仰の故に自分の身を進んで殺されるために携す場合、ぞれは既

に神に対しての愛ではないだろうか。 3箭後半では、「渡すj ことについて暁頭立語られている。しかし、

そこで言おうとしていることは、愛のない愛も実際にあるということ、 ne贈与でない昌己贈与もある
ということである。即ち、神と兄弟愛という資を取ってはいるけれども、そこで問題となっているのは、

神や兄弟ではなくて、むしろ人が一切そ放棄しつつ、自分のと口イズムを見出す軟喜のn日愛の発作も
あるということである。その場合には、彼の行為は、まったく「無益iであり、救済史の出来事と何の

もない。そのような愛の行為は、愛がなくてもなされ得るし、神と兄弟に敵対してなされるのであ

る。 (3)

4節「愛は寛諮であり、愛は情深いJo これは、ここに示された一段滞全体の表題にようなものであろ

う。キリスト教的費は自由な自己贈与であるから、愛は「業容でありj、愛は明るい消えぬ光であり、起

の下に確かな土台を持っている。そして、愛は告出な自己贈与であるから、「情深いj。新約聖書の

χρηστo r ησJ (靖深さ)とは、もともと「有能さJ(Tuchtigkeit)であり、従って、あらゆる

柔弱なものとは反対のものである。催者に対して本当に自分自穿から親切であるという自由を持ち、そ

のようなことに有能である人が、 f情深いj のである。裁は、「寛容j で「情深いj ことによって、勝利

し克服し凱旋する。他のどのような力も、愛の力に匹敵するものはない。 (4)

5蔀 fまた、ねたをfことをしない。愛は高ぶらない、誇らない、不f字法をしない、自分の利益を求め

ない…l。費の優越性は、幾つかのことが克搬されるというような安価なものではない。異宮を語る者、
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預言者、神学者、奇跡を行う者であっても、さらに、苦行者、殉教者であっても、依然として「ねたむJ

者であり得る。即ち、自分の正しさ、栄誉、自分に相応しい称賛、自分の行為の確かな成果を熱望する。

しかし、愛する場合には、彼は、そのようなことをやめる。やめることによって、愛は勝利する。彼は、

「高ぶるJことや「誇るJととがあり得る。しかし、愛する者は、必ずやめる。しかし、愛することを許

される者は、自分の利益を求めない。彼は、本来的に自分の利益を求めることができないのである。 (5)

6節「…いらだたない、恨みをいだかない(悪を考えない)、不義を喜ばないで真理を喜ぶJ。この一

連の句は、キリスト者が自分自身においてだけでなく、隣人の存在と行為においても、出会う暗い力に

ついて述べられている。霊の賜物を与えられたコリントの人々も、純粋な天使というものはないことに

気付かされる。隣人が、私の神経をかき乱し、「いらだたせ」、立腹させ、撒昂させるということが起こ

り得る。しかし、キリスト者は、その隣人の敵となることはできない。愛は、反対集団を持たず、育て

ない。それが、愛の優越性・勝利の秘儀である。また、人間には、隣人が最も義なる人である場合でも、

彼が「不義Jを犯すのを「喜ぶ」という可能性がある。しかし、愛は「真理を喜ぶ」のである。キリス

ト者にとって重要なのは、「愛にあって真理を語るJ(エペソ 4・15) ということである。愛は、暗い力

に対して勝利に充ちた態度で立ち向かう。 (6)

7節「そして、すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐えるJ。愛は隣人に対する愛

として、一人の人が他者において出会い、また自分自身においても出会う悪を克服しつつ働く。人間と

神の聞にも、実に多くのことがある。即ち、神に対する愛が忍ばねばならぬ多くの苦しい人生の重荷が

あり、神に対する愛が、それに面しては信じるより他はない苦痛なな神の不可視性があり、試練がある。

そのような様々な局面において、神を愛することに疲れ、それをやめてしまうことが起こり得る。そし

て、キリスト者である兄弟との関係においても、神を愛することに疲れ、それをやめるという誘惑に負

けるというととが起こる。しかし、愛は、忍び、信じ、望み、耐える。

8節「愛はいつまでも絶えることがない」。将来、すべての姿は相対化される。しかし、愛はキリスト

教的行為の姿そのもであって、別のより高い将来の姿に変わったり、止揚されたり廃棄される必要はな

く、そのような運命のもとにはないということである。愛によって、すでに教団やキリスト者の時間的

存在の中に、あの脅かす様々の力に対して「耐える」という態度が生じる。愛は、「今Jと「やがて」、

「此岸」と「彼岸」の問の連続体である。

9節「しかし、預言はすたれ、異言はやみ、知識はすたれるであろう。」バルトは、 J.C.ブルームハル

トの言葉「救主は、破壊者ではない」を引用して、預言、異言、知識は、われわれが向かつてゆく永遠

の光の中では、新しいより高い姿へと「止揚」されるだろうと言う。それらのものは、現在のその姿を

失うであろう。預言を語る者は、その業を終え、異言を語る者は、極限的な場合が平常の場合になって

いるであろうから、もはや讃歌風の異様な言葉を語る必要はないだろう。しかし、パウロは12節で、「知

識」については「廃せられる」とか「無になる」とは言わず、「完全に知るであろう」と言う。その時に

は、「旅人ノ神学 (theologiaviatorum)は終わり、「故郷ノ神学J(theologia patriae)に変わり、

その中に取り入れられる。「教会教義学」の続巻も、もはや書かれないであろう。その時には、正しい解

釈学を探究し、続けて非神話化し、律法と福音について討議するというようなことは、もはや必要ない

であろう。それらは、究極と完成においてだけ真実だからである。その時には、価値を持ち、或いは価

値を持たぬすべてのものは、永遠の秤の上にのせられて分けられるからである。そのような祝福すべき

相対化が「絶える」ということである。 (7)
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9 ""-10部 fなぜなら、わたしたちの知るところは一部分であり、積言するところもも……一…

全きものが来る時には、部分的なものはすたれる。 Jr全きものが来るJ。その大きな光に比較すれば、
今生きている様々の小さな光は、結局はみすぼらしい灯火にすぎない。そのみすぼらしさが、

という言葉で記されている。その大きな光の中では、頬誌や知識も、「一部分j の行為にすぎないα

11節 fわたしたちが幼な子であった時には、主力な子らしく掛り、幼な子らしく感じ、また、幼な子ら

しく考えていた。しかし、おとなとなった今は、幼な子らしいことを北揚(捨てた〉した。Jこれは前範

の比喰である。キリスト者は、最高の霊の賜物を持ち、また用いているにしても、今は「幼な子jであ

って、幼な子らしい思いや言灘以外のものは、期待され得ないし、求められてはならない。ここで記さ

れているのは、幼な子にふさわしい患いや言葉であり、そのようなものとして百定されではならないの

である。ここに記されているのは、まったく別の新しい酵への「止揚j である。まったきものが来るこ

とによって、続な子のJ思いと言葉の今の姿が、現在の姿におけるキワスト者の預詩と知識が、新しい楽

となるのである。 (8)

12節「わたしたち培、今は、鍛に噂して見るようにおぼろげに見ている。しかしその時には、顔と顔

そ合わせて見るであろう。わたしの知るところは、今誌一部分にすぎない。しかしその時には、わたし

が先全に知られているように、完全に知るであろう心。これは、 お""-10箆の比日食である。ここには、現

在と将来の関の連続性が語られている。即ち、見ることと知識は、鳴在にも将来にも共通している。「鏡

に映して見るj ことも、すでに一つの見ることであり、 f顔と顔とを合わせて見るj ことも、やはり

ることである。そしてまた「一部分Jの知識も、すでに一つの知識であり、 fわたしが完全に知られてい

るようにj 知る知識も、やはり一つの知識である。それら雨者の聞の本質的な分裂は、問題になり得な

現在における見ることと知識の対象は、斡来のそれと~IJのものではなく、将来のそれは

ものではないかちである。現在は、鏡というものの註賀に従って、右と左を取り越え

て見る。神が御自身を臨されたときにこそ顕示された神を見る。錦自身を現されたときにこそ隠された

持を見る。しかし、将来は、 f顔と頗を合わせて見るj ということが紹こる。パウロは民数記12・8節 f口

かち口へ、わたしは彼と語り合う。あらわに、謎によらずに。主の姿を彼拭仰ぎ見るj という宮葉を、

ここで考えていたのだろうとバルトは言う。そして、その時には、 fわたしが完全に知られているよう

にj 知るということが組こるであろう。即ち、神が私を理解Jされている通りに、私も神を理解し、神を

通じてすべての事物を理解し、摂理の脈絡を矢口るであろう。

13節 fこのように、いつまでも作続するものは、情仰と希望と愛と、この三つである。このうちで最

も大いなるものは、愛である。 J倍伸もまた、存続する。信停は来るべき大きな変化によって、見るこ

とへと止揚されつつも、存続する。希望もまた存続する。希望は、特に、来るべき全きものに向かつて

のキリスト教的生の符為の方向づけなのであり、全きものが来ることは、希望の成就なのであるから、

どうして存続しないことがあろうか。しかし、信部と希望は、愛がよ手続するゆえに、存続するのである。

愛において、信仰と希望は機く。そして、愛において、キリスト教的生の行為は生起する。それゆえに、

fこのうちで最も大なるものは、殺である。 j それは、現在において輝く、将来の永遠の光である。愛が

連続体である。禁法決して終わることはない。愛は、ネワスト者の永遠の行為である。愛について諮る

べき事柄は、究極の事柄であり、最高の事柄である。愛だけが価値を持ち、愛だけが勝利する。焚は道

そのものなのである。 (9)

{注]

K.Barth WKirchliche Dogmatik.ll IV /2. s.942、Z和解論』井上良綾訳 p.386 
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a.a.o. s.943 前掲番 p.387 

(3) a.a.o. s.943 々 p.388 

a.a.o. s.945 々 p.391 

a.a.o. s.946 々 p.392 

(6) a.aο. s.947 々 p.394 

a.a.o. s.9 5 0 々 p.399 

(8) a.a.o. s.952 々 p.401 

a.a.o. s.9 5 3 々 p.403 

思希望

『和解論』諜14分間.73節の主題は、 rDerHeilige Geist und die christliche HoffnungJ (聖霊と
キリスト教的希望〉である。バルトは、 F和解論』で、倍舟と愛を、慰霊論との関わりで敢り上げてきた。

そして、キリスト教的希望についても、同じように聖霊論の中で述べるわけである。序説で次のように

言う。「聖震は、照明する力であって、それによって、イエス・キリストは、その雌偽と断罪に打ち勝つ

ことによって、罪ある人間を、イエス・キリストへの希望をもって、白分の究機的な(しかしまた間近

な)将来に向かつて歩むことを許される。J

1.希望の対象である方と希望

キリスト者は、信事pと愛によって、持の言葉に帯住し、卑小なあり方ながら頚言者として生きるとい

うことは、どのようにして可能となり、現実となるのだろうか。ぞれは、イエス・キリストが、キリス

ト者を、彼に対する希望を持って指分の将来に向かつて歩み得る者とされることによって、可能となり、

現実となる。 (1)

キリスト教的活望の棋拠は、次のような事実の中にあるとバルトは先ずのベる。 イエス・キリ

ストにおいて聖とされた御名の啓ボ、彼において近づき来たった御悶の啓ボ、被において生起した持の

意思、の啓J戸、彼においては既に義とされ患とされた人間の啓示は、その光成を目指して、ょうやく進み

つつあるという事実の中にある。キワストの来臨と現臨と活動の形においては未だ来ていないのである。

この rnoch nichtJ (未だない)ということこそ、教団の派遣という張絡の中で、キリスト者がイエス・

キリストの証人としての召命に基づいて存在している時間についての、さし当たり、もっとも注意すべ

き規定である。それは、終求時 (Endzeit)、部ち、イエス・キリストの匙りからその終わりに向かつて

進んでいるが、未だその終わりに速しない時間である。それは、イエス・キリストの預言者としての業

が、その摺鍾の力の機きによっても、その目標に遣していないゆえに、「未だないJの時間である。これ

は、真空ではなく、来臨の「還難j や「停滞Jの時間ではない。パウ口は「現在のものも将来のものも、

…わたしたちの主キワスト・イエスにおける神の愛かち、わたしたちを引き離すことはできない(ロマ

8・38)と書くことができた。キリスト者の存夜も、まだ、目標に逮せず、彼も将来忙向かう途上にあ

る。彼にとっては、例も書いてないページに見え、見通しのぎかぬ織の海に見える、将来む向かう途上

にある。神の意みは、昨日や今日と同様に、現行も、どこまで鍍に対して与えられるのであろうか。イ

エス・キリストの匙りは、何を議味するのであろうか。このようなものが、キリスト教的希望について

答えるべき命題であるとバルトは言う。

キリスト者の将来は、彼のキリスト者としての存在と証しがイエス・キリストの殻りに由来している

という事実の光の中にも立ち、聖霊の力によって規定された彼の現在の光の中立も立っている。また、
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役の全体が神の顧みによって受け容れられ、肯定されている。即ち、彼の過去の存夜、現在の存在だけ

でなく、将来の存在も受け容れられ、後はやがて死ぬであろうということも合めて、宵定されているの

である。

しかし、キリスト者は、自分の将来をどのように見、また理解すべきなのであろうか。どのような態

度ι思いをもって、自分の将来に向かつて捗むべきなのであろうか。キリスト者の希望は、明自に光で
あり、善であり、幸いである。それは、彼が円前に見るものは神だからである。その恵みと義と憐れみ

と栄光の中にいます活ける神だからセある。彼が信頼と共に疑惑をもってというのではなく、ただ信頼

だけをもって進みゆくことのできる神だからである。

!自約聖書においては、希望する表とは、その入自身の慰め深い或いは、慰めのない予想や夢想、の成就

を待つのではない。従って微は、自分の待望が脅かされることに対して警戒する必要はない。彼が日を

在ぐのは、イスラエルの神が、イスラエルの腰史におけるその自己告知によって、この民のために、導

き、守り、助け、祝福を待望することに対してである。 i日約聖書において警告しているのは、日分の将

来をイスラヱル神以外のところに対して求めること、民や、自分の義や諸氏肢の神々やエジプトやベテ

ルの神殿に待望することに対してである。新約聖書においても、希望は、神の行為に由来し、その同じ

神の新しい行為に対する展望である。人間の前方にある時間の閣を打ち破り、祝補と助けと救いをもっ

て充たし支配される同じ神の行為に対する展望である。

しかし、すべての基本線は、 i告約の領域から新約の領域への移行において起こった。希望の対象と内

容の根拠は、今や、イエス・キリストが来られ、そのような方として待望され、希望を創られる方にお

いて起こったのである。キリスト者の将来待望は、不安な待望ではなく、忍耐強い待望、高ばしい待望m

であるとバルトは言う。 (3)

バルトは、次に、 f終末論的なものJ(Eschatologischen)について言及する。この概念は、本来は、

キリスト教的将来待壊としての希望に関するものであった。ところが、突然、神学的考察のありとあら

ゆる対象と内容の持つ、超脇的性絡を覆いまた説明するものとなった。その上、との概念そのものが、

|ままならぬものJ(ωd郎 Unve町rf臼uεba訂t汀reけ〉 という消婚的で傾めて1写守宅4守摂1宅?虚な概念とi同斗
た。その結果、キワストの十字架、彼の更生り、信仰、愛、ケリュグマ、教会、洗礼、型晩餐、キワスト

教的エトス等、ありとあらゆるものが、 fままならぬものJとなり、従って「終末論的なものj となった。

そして、キリスト教的特来待望としての希望は、殆ど雲散霧消してしまった。今は、そのような f汎終

末論的夢J(pan eschatologischen Traum)から目覚めるべきであるとバルトは言う。

さて、 f希望Jと f伝部j を、キリスト者の現実存在のコつの次元として、共に統 Aをなしながら異な

った二つの次πとして、理解することは、容易なことではない。たとえば、ヘブル11章辻、アブラハム
の信仰は f望みえないのに、なおも望みつつJ信ずることである。Elllち、信仰者としても子孫を望みえ

ないときの希望である。また、アブラハムの倍仰を「望んでいることを確信し、まだ見ていない事実を

確認することj と定義する。即ち、不可視的なこととしてただ待望だけできる事物についての持続的な

詰頼と確信と定義する。また、 lU者9節以下では、アブラハムは、持がその創設者・創造者であるゆる

がぬ土台の上に建てられた都を、信仰とよって待つゆえに、信仰をもって他団に赴いたと記されている。

この聖書の証言から明らかになることは、信仰は、端的に言って、神の御苫葉と命令に対しての従JII露で

ある。柄仰は、神の僻言葉を約束の許葉として、その成就を予捕しえなくても、承認し受け容れ尊敬す

ることによって遂行するのである。

信停と希望の統一と藻異音訴ったのはカルヴァンであると述べ、 nnstitutioJJ(躍.2，42)を引用する。

fところで、このような信仰が生き生きとしているところでは、どこでも、永速の救いの希望が、この倍

仰の引き離せない同伴者として、いや、むしろ、信仰そのもから生み出され、生鹿されるものとして、

ともなわないこと拡あり得ない。この肴望がわれわれから取り去ちれるならば、われわれがどんなに倍
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仰について明断に、また修辞をこらして論じたとしても、何も持っていないことを自ら悟るのである。

すなわち、信仰というものが、神の真実についてのゆるがぬ確信であり、この真実はわれわれを決して

あざむき得ず、いつわりも、まよわせもできないものであれば、この確かさをとらえているものは、つ

ねに、神がその約束を果たしたもうであろうことを確実に期待し、その約束が真実であることしかでき

ないものだと確信するのである。したがって『希望』とは、『信仰が神から真実に約束されたと信じたこ

とがらへの期待』にほかならないのである。そこで、信仰は神を真実であると信じ、希望は神がよき時

を得て御自身の真実を示したものを待ち望むのである。信仰は神がわれわれにとっての父であると信じ、

希望は神が父としてつねにわれわれに対して働きたもうことを期待するのである。信仰は永遠の生命が

われわれに与えられるのを信じ、希望はそれがいつの日にかあらわれるのを待ち望む。信仰は基礎であ

り、これに希望が依頼み、希望は信仰を養い育てる。なぜなら、まず神の約束を信じないことには、神

から何をも期待することはできないからである。また一方、われわれの信仰の弱さは、疲れ果てて倒れ

ることがないためには、忍耐深く希望し、期待することによって支えられ養われなくてはならない。希

望は信仰が疲れ果てないようにこれを元気づけるのである。希望は信仰が中途で、あるいは出発点でそ

ーのものから失格することがないように、信仰を究極の目標に達せしめるのである。結局、希望は信仰を

たえず更新し、刷新することによって、堅忍を全うするようにいつもいつも力を与えるのであるJ(渡辺

信夫氏訳による)0 (4) 

キリスト教的希望がそのような力を持つ場合には、カルヴァンが前述の箇所で残念ながら説明しなか

ったことであるが、希望がまさしく希望の対象である方が力を持つからであるとバルトは批判し、キリ

スト諭を展開する。それは、イエス・キリストにおける神が、希望の確固とした根拠であるゆえに、確

実な待望へと希望を形成されるのであるという。

イエス・キリストは、キリスト者の信仰と愛の対象でありつつ、彼らの希望の対象である。そして彼

らの義認と聖化のために来られ存在するときに、テモテ 1 1によれば「わたたちの救い主である神と

わたしたちの希望であるキリスト・イエス」とパウロが語るように、イエスは既に、彼らの希望である。

イエス・キリストは、「失望に終わることはない希望をJ(ロマ 5・5)与えられる。

しかし、キリスト者は、まだ終わりに達しない時間の中に生きている。彼は、まだ「信仰によって」

歩いている。即ち、彼は信仰の従順において、約束によって歩んでいるのであって、「見えるものに」よ

って本んでいるのではない。内分が昔から死によって脅かされていた者としてしか生き得なかったとい

うこと。今後もそのようにしてしか生き得ないということ。それは、われわれが「自分自身を頼みとし

ないで」、死人を匙らせた神を頼みとし、彼が再びわれわれを救われるという希望を、神に置くためであ

ることを、キリスト者は、絶えず想起するのである。それは、 「わたしたちは、この宝を士の器の中に

持っている。その測り知れない力は神のものであって、わたしたちから出たものでないことが、あらわ

れるためである」。

だが、未だ、イエス・キリストは、普遍的な終結的な言葉を語らないので、キリスト者にとって希望

とは何であり、何を意味するのであろうか。キリスト者は、昔から、「だれがわれわれの聞いたことを信

じ得たか。主の腕は、だれにあらわれたかJ(イザヤ53・1)昔からこの間いに悩まされてきたのである。

また、「同時ニ罪人ニシテ義人」であるが「同時ニ義人ニシテ罪人」でもあり、前方にはイエス・キリス

トにおける義と聖があるが、背後には絶えず彼自身の義・聖ならぬものが烈しく掴みかかろうとしてい

る葛藤に面して、キリスト者の希望とは、何であろうか。その答えをバルトは、ただ彼がそのような葛

藤の中にあっても、希望する自由を持っていることだという。 (5) そして、この答えは、効力を持ち、力

を示すという。キリスト者は、その完全な啓示のためのイエス・キリストの到来に対して、絶対的に不

屈に希望を抱くという白由を持っている。その時には、今はまだ不明なことが、はっきりと明白になる

であろう。キリスト者がしなければならぬものは、ただ約束の成就に対しての希望を抱くという自由を、

真に用いることだけである。
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マは、来るべき方、キリスト者が希望する方とは誰であろうか。それは、すべての人を審く審判者で

ある。それは、難りのときに来たり、今その型識の照明する力において存在されている方である。未知

の空相、上の世界の審判者ではなく、キリスト者にはよく知られた方、生ける者と死ねる者の審判者であ

る。キリスト者も、その心や理性も、そこで真仁、今や決定的に、予見できないj義務IJの火の中に入れら

れるということは、疑いない。キリスト者は、イエス・キリストの恵み識を待つのである。 fわたしたち

は、義とされた者の悉望が実現することを、識により、指押立基づいて切に待ち望んでいるのですJ(ガ

ラテヤ 5・5)。

しかし、キリスト者の将来の唯一の具体的出来事として、時間的手子在の終結 (Abshlus)が泊ってい

る。この終結とは、死という出来事である。しかし、ぞれが終わりではない。コリント 115・51に fわ

たしたちすべては、 E民り統けるのではないJと言われている。そのときまだ生きているキリスト者は、

死ぬのではなく、テサロニケ 14・13以下によれば、それまでに死んで死から匙った人々と共に、従っ

て後者に擾設が与えられて、再臨の主との薩接の出会いへ、永続的な非在へと「引き上げられ」る。設[l

ち、私たちは、「いつも主と共にいるであろう。J53節以下によれば、新しい桁ちない不死の砕在を着せ

られるであろう。 fヲiぎ上げられるj にしろ「変えられてj であるにしても、キリスト者の終わり誌、死

ではなくて、被造物世界へのイエス・キリストの最後の到来における、またそれと共に始まる栄光への

参与に、甚披移行することであり得る。使徒信条の第ご現の終わりと fカシコヨリ来タワ子、生ケル者

ト苑ネル者トヲ潜キ給ワンj と告白して、イエス・キリストがその完全な棟以において審ぎのため

れるときには、やがて罷るべき多くの死者と共に、まだ生きているままで、その終わりを迎える者たち

もいるということを、考えているのである。 (6)

終わりは、死という形態でも起こり得る。それは、パウロにとっても、彼の後に生きていたすべての

人間たち、キリスト者たちにとっても、結局はこの形態で起こった。しかし、光の申で見た場合、死に

おける終わりが、イエス・キリストの再臨によって起とる本来的な終わりという原像の「鏡に映

るようにおぼろげに見J(コリント 13・12)た安以外のものを示し得るであろうか。終わりは、実際に

今後もわれわれの死という形態で我々の前に立っているにしても、それに向かつて希望立おいてHを注

ぎ、それに向かつて進んで浄く以外のことが、できるであろうかとバルトは古う。

(3) 

(4) 

(7) 

K.Barth IrKirchliche Dogmatik~ IV /3. 

EVANG豆LISCHERVERLAG AG.ZOLLIKON-ZURICH 1959年 s.1035

井上良雄訳 語/4新教出版社 1986年 382頁

a.a.o. s.1039 p.387 

a.a.o. s.1044 々 p.395 

a.a.o. s.1048 々 p.401 

a.a.o. s.1056 々 p.412 

a.a.o. s.1062 々 p.423 

a.a.o. s.1063 々 p.425 

3. 者望における

キリスト教的希望の命題としてバルトは、 fキリスト者がただひとつ詰を注ぎ得る将来は、その最後の

形態におけるイエス・キリストの来臨であり、後の預言者としての簿業の終結における鍍の到来であり、

その完全な啓示のための彼の到来であるj ということを述べてきた。バルトは、との項で、最後に敢り

のは、希望におけるキリスト者の生活についてである。バルトは、前項で、 f終末論」の分野への

-34 



弘前学院大学文学部紀要第41号 (2005)

展望を示したが、ここでは「キリスト教倫理」について多少示したいという。それは、キリスト者の生

活と行為にとって普遍的な特徴を持つ諸要因を強調することになるからである。バルトは、以下、三つ

の普遍的規定について述べる。 (1)

(1) バルトは、信仰の問題と愛の問題を、個々のキリスト者、キリスト教団の成員としてのキリスト

者個人の問題として述べてきた。希望の問題についても同様であるという。しかし、とバルトは言う。

「キリスト者は、信ずる者、愛する者、希望を懐く者として、何か私的目的を目指して働くのではない。

従って、一つの私的な問題の処理、育成、促進のために働くのではない」。宗教は、私的な問題であるだ

ろう。しかし、あらゆる宗教とは深淵によって隔てられているキリスト者の現実存在は、決して私的な

問題ではない。勿論、信仰と愛と希望の問題は、個人の「実存的」問題として取り上げることは可能で

ある。だが、今、ここで問題としているのは、キリスト者の希望についてであるとバルトは言うのであ

る。キリスト教的希望における彼の生活を規定し特徴づけるものは何か。それは、今は未だ隠されてい

るものが、完全に啓示されるのを待つといことである。このことは、キリスト者個人の将来にとっても、

決定的なものを含んでいる。このことは、キリスト者にとって、もっとも厳しく強烈な最後の審判にお

ける解放という、誉れ、報い、利益を意味する。このことは、今は未だ自分を包んでいる閣の中から来

るべき大いなる光へと彼が移されることを意味し、死に向かつて進んでゆかぬ新しい存在を着せられる

ことを意味し、永遠の祝福と生命の開始を意味する。しかし、それらすべてのことは、神の終結的な救

購の行為の包括的な関連の中でのみ起こるのである。即ち、イエス・キリストにおいて起こった世の和

解と御因。彼において起こった一切万物に対する神の支配の樹立。キリスト者が希望の中に待望してい

るこの啓示の出来事は、個別的なものではなくて、普遍的なものである。彼の目だけでなく、すべての

者の目が、あの大なる光を見るであろう。すべての時代とすべての場所の、かつて生きていた、そして

今生きている、さらに今後生きるであろうすべての人間の目が、あの大なる光を見て喜ぶことを許され

るであろう。そして、あらゆる舌が「イエス・キリストは主である」と告白するのである。キリスト者

が待っているのは、そのような希望である。 (2)

バルトは、キリスト者にとって決定的に理解しておかなければならいこととして以下の事柄を述べる。

それは、キリスト者は、本質的に、イエス・キリストにおいて起こった神の民の成員としての選びによ

って召された、イエス・キリストの証人であるという理解である。そのような者として、私的な企では

なく、公共的な奉仕において生き、また働く証人であるという理解である。従って、世に派遣されるキ

リスト教団への個人的参与に任命されている。彼は、神のために、「神の栄光をほめたたえるJ(エペソ

1・14)ために、希望を懐くのである。神は、未だ希望のない人々のただ中にあって、彼が希望を懐く

者として存在することを望まれるのである。彼は、自分に与えられる誉れ、報い、利益を確信しつつで

はあるけれども、自分自身のためにではなく、神と人々のために希望を懐く。即ち、信じ愛し希望を懐

くキリスト者として自分が結び付けられ義務づけられている人々のために、希望を懐く。

従って、キリスト者として希望を懐く者は、いわば代理人(Platzha1ter)として希望を懐くのである。 (3)

今は、ただ眠っているように見える周囲の全人類にとっての代理人として希望を懐いている。全人類も

やがて目覚めるにちがいない。彼らは、あの日刺帆が鳴り響くときに、目覚めるであろう。キリスト者は、

今はただ、他の人々のために、まだ眠っている教会と世に代わって目を覚まし、他の人々に対して、時

に見張り人として自分を示し得るにすぎない。希望におけるキリスト者の生活は、現在の世の中にすで

に埋めこまれた永遠の種である。種は、冬は堅い土で覆われていて、そのようなものとして死ななけれ

ばならないが、あの福音書のからし種のように(マタイ13・32)すべての野菜よりも大きい木になって、

空の烏が来てその枝に宿るようになるのである。そのためにこそキリスト者は、解放されている希望に

おいて真に生きるのである。自分自身のためには最小限に、そしてその遂行によってキリスト者の奉仕

のためには最大限に、という仕方で、希望において生きるのである。 (4)
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{2} キリスト書の希望における生活とは、審きのためのイエス・キリストの到来を待ち、従って終わ

りを待ち、永遠の光が上るのを待つ存在である。それは被造物世界の救嫡である。しかし、キリスト者

は、イエス・キリストの十字架において、自分の罪が赦され、取り除かれ、抹殺されていないかのよう

に、依然として罪を犯す。また、人間が死んでゆくのを見、自分自身をも早晩死んでゆく者として見る。

そのような中で、希望を懐くとは、どのようなことなのか。それを明らかにせねばなちない。希望喪失

という結果になるかちである。

キリスト者が、希盟においてその現在を結えて将来立向かつて日を注ぎ進んでゆくという、キリスト

者の現実碍悲の次元は、究極的なもの・永遠の光と生命そ指し示しつつ、先ず第 a に、究極以前のもの

の鎖城(時間的領域)をも指し示す。何故かと言えば、この時間的生活というのは、やがて f朽ちない

ものj を着るべき f朽ちるもの」であり、やがて f死なないものJを着るべき f死ぬもの 1)ント I

15・だからである。そのような将来に対して希議を懐くキリスト者にとって、どうしてそれが、希

望喪失であろうか。キリスト者が自分の持楽に向かつて歩んでゆく時、彼の日が見るのは、それ

おいては、すべての他の人聞の目が晃る以上のものではなく、ぞれ以外のものではない。能の人々の目

に映るのと向様に、まだ救われていない存在のあの戦場、牢獄、鵠持病院における、罪に支配された死

の刻印を捺され、死に仕え、死の手に帰した生活と営為である。しかし、キリスト者は、あの究雄的な

ものの徴候 (Anzeichen)に出会うことを知っている。その微候に出会うことを、この時間の中で期待

する。永漉的なものに希望を憤くゆえに、彼は、時間的なもの、暫定的なものに、希望.を捜く。バルト

は、この点に関してさつの説明を加える。

φ キリスト者の希望の真正性 (Echtheit)は、キリスト者が究極以前のものの中にあって希望を憾
く場合、その希盟は、時間的存在が様々な姿を示す際の光の額面あるいは影の側掘に、拘束されない。

その都度の世の状態や彼の個人的状読についてのキリスト者の楽観的ないし悲観的な表象に、拘束され

ない。人間的に見れば、彼はまったく暗湘たる、絶型的な光景立日を注ずつつ、敢えて肴望を懐くかも

しれない。キリスト者の暫定的な希望は、そのような二つの可龍牲に対しての白由な希望において、楽

しいことある ことを、同じ確詰をもって、祝福の徴として待望するのである。(日)

キリスト者の希望の真正牲は、あらゆる怠J惰な観想とはちがって、その良部的対象にふさわしい

行為という姿を、取ることによって示される。キリスト者は、悲仕しつつ者望を憐く。彼は、その時間

的な途上での光として、あの嫌々な小さな光を待望する。彼は、自分の米知をしっかりと歩みつつ、者

み続けるために自分に必要な呉体的な助けむ対して希望を壊く。希望するということは、次のー捗を歩

むという行為において起こる。希望するということは、日勤するということである。

最後に、キリスト者の希望.の真正性は、キリスト者が時間の中でも、イエス・キリストの到来の

徴候を牒望する特にも、私人として考え行動しないことである。彼は、精々 A番最後の事柄として、fJ

分のために希望を懐く。何故かと言えば、彼は、イエス・キリストに対しての公共的な奉{士、即ち証人

としての奉仕を行うからである。彼は、そのような働ぎの中で、究極的なものに希望を'懐くと共に、そ

れに甚づいて、来るべき救輔の徴織としての様々の究極以前のものに対しても、希望を懐く。彼は、教

団において、慣において、 1貨のために奉仕しつつ、希望を懐く。彼の場望は、自分自身のための様々な
希望を包含しつつ、もしそれが真実であれば、ぞれが彼自身にとって意味する一切のことを紛えて、多

くの個人的、共同的、教会的、慌俗的な希望喪失の中で輝く光となるであろう。被のキリスト者として

の現実存症は、預言ぎ者的な:(1'夜となるであろう。出

{3} 希望における生活は、神に基づく生活である。自分自身に基づいて、 らかの知的な、それ
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が神学的なものであっても、或るいは道徳的ないし宗教的な努力の結果として、或るいは心情や感靖の

生活の何か自発的な高携によっては、まだ誰も、希望に生きた者拡いえ主い、とバルトは言う。 (7) 人間自

身に由来し人間自身から生ずるものは、決してキリスト教的情押でもキリスト教的愛でもなく、従って

キリスト教的希望でもないでみろう。それは、恐らく、頼度は様々であっても、彼岸に関する

あるいは神話であり、決定論的ないし非決定論的な自熱背学、歴史哲学、文化哲学、生の哲学の体系お

よび、綱鎖であろう。また、それは、恐ちく、片隅での将来の幸福によって、*-上で或いは地上での砲の

素朴なあるいは思議深く待望することで議うろう。しかし、それは、キリスト教的希望ではなく、その根

源、対象、内鮮はイエス・キリストに基づく、永速の光の中での、永遠の生命に対する待望の明断性や

確実性ではない。そして、ぞれ誌、決して関設者約性棒を持たない。それらすべては、キリスト者につ

いても言えることである。キリスト者が生み出す将来待望であっても、恐ちくかなりの神学的部力に培

われた将来待望であっても、例えば聖書そしのばせるようなものや、聖書的輪郭、色彩がそれを際立た

せても、それは決して鱗;害者的なものではなく、キリスト教的希望ではないとバルトは誘う。バルトが

問題としているのは、単に、他のすべての将来待望とは特徴的に違ったキリスト教的場望の犠念と理念

だけではない。関閣は、決定的には、キリスト教的希望の現実であり、キリスト教的希望におけるキリ

スト者の行為と生活なのである。部ち、希望は、その根源、対象、内容に基づく持続的な希望であり、

それに相応しい人間の思惟、意欲、行為の/F慨に続く機ぎによって確証された希望である。間臓は、ま

ったく希望において生者ないか、或いは完全に肴望において生きるかである。主の日を待つ者は、その

日に向かつて急ぐ(ベチ口豆 3. 12)。しかし、それは、自分自身の麟いや判断や意見や能力や動機に

基づいてではない。むしろ、彼が「急ぎJ、「自分の救いの達成に勢めれじむをつくし、精神をつくし、

力をつくし、思いをつくしJて希望を懐き、自分の希望の真正性のために努力するのは、自由な持が、

希望する自由へと自覚めさせるからである。

バルトは、何か不可思議な表象を含む神話の助けを借りなければ理解できないような、奇跡について

語っているのではなく、盟霊の力ある{動ぎについて語っているのであると諮う。附聖霊は、人間を、キ

リスト者へと吾覚めさせる。即ち、担撃は、神に対して希望を t壊き、世のために神に奉社しつつ希望を

機き、究極以前のものに対して希望を壊くように目覚めさせる。しかし、聖霊は、「機械仕掛ケノ神様j

として、一機の擁法によって不可能なことを可能にするようなデーモンではない。

持は霊であって、人間を実際に自由へと時党めさせる。神は、人間をその相手方として、同分の足で

立たせられる。神は、人間が告分で信じ愛し、さらに希望を抱くことを望まれる。生ける神の息が、人

間を、活ける人間へと目覚めさせる。何故かと言えば、型讃は、時間の中で肉となったその永遠のロゴ

スの力における神であり、イエス・キリストにおいて諮ちれた御言葉の力における神だからである。神

は、人間の心を照らし、その良心に確信を与え、その理性をも承服させ、「ロゴス的にJ内部から接待す

る力における神である。キワスト者は、 うむことなく、設比燃え、 望みを懐いて蕗び¥

期難に耐えJ(口マ12・11)て、現在から将来へと歩んでゆくのである。もし彼が、口マ書の一連の言葉

の最後の文部で言われているように、 f常に祈りj続けるならば、被は、必ず、「主に仕えJ(dem Herren 

dienenn)、必ず f望みを懐いて高ぶJ(frohliche in Hoffnung)であろう。倒

{注]

(1) K.Barth WKirchlicher Dogmatik~ (Evangelischer Verlag i¥G. Zollikon-Zurich) 

f和解論J井上良雄訳〈新教出版社)1986年 432頁

a.a.o. s.1067 前掲書 p.436 

(3) a.a.o. s.l 071 々 p.438

(4) a.a.o. s.1072 々 p.439
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(5) aa.o. s.1077 々 p.447 

a.ao. s.1079 々 p.449 

(7) a.a.o. s.1079 々 p.449 

(8) a.a.o. s.1081 々 p.452 

a.a.o. s.l 083 々 p.455 

あとカf者

fパルチィアンJと呼称、された方々が、かつておられた。現今はどうだろう。もっとも、バルト自身

は「私はパルティアンではなしりというユーモアを残している。筆者は、バルトの著書に惹かれて学生

時代から多少説b機会を得てきた。一分の牧師として、聖書の理解とキリスト教の認識を研鎖するにあ

たって、多くの事を教えちれ、学ととができたからである。また、バルトの文誌には、「ハッとさせられれ

fなる培どJ~二、納得させられるたものが満ちていて、 りも謝向かったからにほかならない。

筆者にとって、カール・パんトについては、修土論文 Fバルトのおお Nichitigeについて』が最初で

ある。バルト辻、 f天使論j は神学の対象になり得るが、「悪灘論」はなり得ないと述べている。しかし、

P.テイリヒには『懇灘的なものJという論文がある。パ)vトは「患無的なものJという概念で「創造論j
で取り上げた。それは、天地創造の時の f捻の側面j であって、それ辻、キリストの複活の勝利によっ

て克服されたものである。筆者は、弘前学院に勤める機会を得てから、バルトについては、 f契約論考』

りりしト神学における契約の展開.JI WK.バルトの洗礼について』 わりレト神学における罪について』を

紀要に載せるととができた。そして、今踊拭『信仰・愛・希望』について取り上げた。

バルトは、〔愛の特性〕において、 F愛はいつまでも絶えるととはない。しかし、頭設はすたれ、異言

誌やみ、知識はすたれるであろう。』というコリント書13章9節を解説して以下のように述べているの

で最後に紹介したい。 r預昔、異誌、知識誌、我々が向かつてゆく永遠の光の中では、新しいより
姿へと止撰されるだろう。それらのものは、現悲の裂を失うであろう。預言を語る者辻、その業を終え、

異言を諮る者泣極般的な場合が平常になっているであろうから、もはや讃歌織な異様な言葉を掛る必要

はないだろう。しかし、パウ口は12衝で、〔知識〕については、〔廃せられる〕とか、〔無になる〕と辻

言わず、〔完全に知るであろう〕と言う。その時には〔旅人の神学〕は終わって〔故郷の神学〕に変わり、

その中に取り入れられる。(教会教義学)の続巻も、もはや議かれないであろう。その時には、正しい

解釈学を探究し、続けて非神話化し、母法と揺晋について討議するというようなことは、も誌や必要な

いだろう。その時には、締植を持ち、或いは価値を持たぬすべてのものは、永遠の秤の上にのせちれて

分けちれるからである。J
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